
南
北
朝
正
閏
問
題
に
つ
い
て

山

本

四

β良

【
要
約
】
　
南
北
朝
正
読
問
題
は
、
国
体
に
か
ん
す
る
問
題
を
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
、
学
問
上
の
問
題
か
ら
、
や
が
て
政
治
問
題
に
発
展
し
、
桂
内
閣
の
命

と
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
た
重
大
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
か
ん
し
従
来
は
思
想
史
の
問
題
と
し
て
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で

は
な
る
べ
く
未
公
開
の
資
料
を
中
心
に
、
政
界
上
層
部
の
動
き
を
重
点
と
し
、
そ
れ
を
当
時
の
政
況
の
な
か
で
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
六
巻
三
号
　
一
九
七
三
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

南身ヒ朝コE関問題1こつV、一（　（口」本）

　
大
逆
事
件
の
処
刑
に
踵
を
接
し
て
起
っ
た
南
北
朝
正
閏
問
題
は
、
そ
の
問
題
の
特
異
性
か
ら
し
て
、
当
時
の
桂
太
郎
内
閣
の
命
と
り
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
ま
で
予
測
さ
れ
た
。
今
日
か
ら
み
れ
ば
、
他
愛
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
、
朝
野
の
論
議
の
対
象
と
な
り
、
国

民
党
は
内
閣
打
倒
の
好
題
目
と
し
て
肉
迫
し
、
政
府
は
こ
れ
が
解
決
に
慎
重
な
態
度
を
も
っ
て
の
ぞ
み
、
数
ヵ
月
を
費
し
て
国
定
教
科
書
を
改

訂
す
る
な
ど
、
大
き
な
波
紋
を
政
界
・
思
想
界
に
投
げ
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
大
問
題
で
あ
り
、
明
治
国
家
の
体
質
を
検
討
す
る
に

好
個
の
間
題
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
態
は
、
案
外
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
試
み
に
手
許
の
近
代
史
の
概
説
書
を
と
っ
て
み
て
も
戦
前
の
も
の
で
弘
田
直
衛
著
『
内
閣
更
迭
五
十
年
史
』
・
蝋
山
政
道
著
『
政
治
史
』

（『

ｻ
代
日
本
文
明
史
』
2
）
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
所
が
な
く
、
林
田
亀
太
郎
著
『
明
治
大
正
政
界
側
面
史
』
・
『
明
治
大
正
政
党
史
』
（
と
も
に
下
巻
）

も
同
様
で
あ
り
、
大
津
淳
～
郎
の
大
著
『
大
日
本
憲
政
史
』
も
月
並
み
の
記
事
で
わ
ず
か
の
ペ
ー
ジ
数
を
埋
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
第
六
巻
、
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六
四
二
～
八
ペ
ー
ジ
）
。
山
県
有
朋
伝
と
桂
太
郎
伝
は
原
史
料
を
の
せ
、
　
『
犬
養
木
堂
伝
』
は
か
な
り
詳
し
い
（
上
巻
、
八
三
九
～
八
六
四
ペ
ー
ジ
）
。

　
ま
た
戦
後
の
も
の
で
は
、
升
味
準
之
輔
著
『
日
本
政
党
史
論
』
、
信
夫
清
三
郎
著
『
大
正
政
治
史
』
と
も
に
な
く
、
後
老
は
、
あ
の
詳
細
な

索
引
の
参
考
文
献
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
同
氏
の
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
』
に
は
、
約
一
ぺ
！
ジ
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
通
俗
的
で
は

あ
る
が
、
網
羅
的
で
あ
る
前
田
蓮
山
著
『
歴
代
内
閣
物
語
』
も
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ず
、
事
実
に
つ
い
て
は
『
明
治
文
化
史
③
　
教
育
道
徳
編
』
が
、

意
義
に
つ
い
て
は
石
田
雄
著
『
明
治
政
治
思
想
史
』
が
、
や
や
く
わ
し
く
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　
右
の
よ
う
な
事
情
は
、
実
は
本
問
題
に
か
ん
す
る
二
つ
の
広
翻
な
編
さ
ん
書
で
あ
る
史
学
協
会
編
輯
『
南
北
朝
正
閏
論
』
　
（
明
治
四
四
年
五

月
、
修
文
館
発
行
、
総
四
〇
二
ペ
ー
ジ
）
と
山
崎
藤
吉
編
『
南
北
朝
正
閏
論
纂
』
　
（
明
治
四
四
年
一
一
月
、
帝
国
人
外
会
発
行
、
総
六
七
〇
ペ
ー
ジ
、
九
カ

月
後
の
大
正
元
年
八
月
に
は
第
四
版
を
出
し
て
い
る
）
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
極
言
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
編
さ
ん
物
に
委
し
て
、
研
究
は
あ
ま
り

発
展
し
な
か
っ
た
、
と
み
て
も
よ
い
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
の
特
殊
性
か
ら
し
て
、
根
本
史
料
が
あ
ま
り
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
と
こ
ろ
が
右
二
書
は
、
若
干
の
政
治
過
程
を
お
り
こ
ん
で
い
る
が
、
実
は
当
時
の
評
論
を
軸
に
編
さ
ん
さ
れ
た
も
の
で
、
某
々
が
い
か
な
る

主
張
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
（
新
聞
・
雑
誌
の
論
説
は
少
な
い
）
、
そ
れ
以
外
の
種
々
の
問
題
に
対
す
る
検
討
は
、

問
題
の
最
中
な
い
し
直
後
の
出
版
だ
け
に
、
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
右
二
著
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ふ
れ

て
お
こ
う
。

　
ま
ず
『
南
北
朝
正
閏
論
纂
』
（
以
下
「
B
」
と
略
称
）
は
、
の
ち
に
出
た
だ
け
に
詳
し
い
。
一
の
結
論
に
つ
い
で
、
二
の
「
今
日
に
於
け
る
本
問

題
の
起
源
」
（
七
四
〇
ペ
ー
ジ
）
で
、
議
会
に
出
さ
れ
た
質
問
案
・
教
科
書
・
講
習
会
・
質
問
案
の
成
行
き
を
述
べ
、
三
の
「
過
去
に
お
け
る
本
問

題
の
回
顧
」
（
約
二
七
〇
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
南
北
朝
～
明
治
の
間
の
諸
見
解
を
あ
げ
、
四
の
「
今
日
に
於
け
る
諸
家
の
意
見
」
（
麹
三
二
〇
ペ
ー
ジ
）

で
は
当
時
の
見
解
を
紹
介
し
（
対
立
説
、
北
朝
正
統
説
、
南
朝
正
統
説
に
分
け
る
）
、
最
後
に
問
題
の
結
末
（
約
一
五
ペ
ー
ジ
）
を
示
す
。
　
『
南
北
朝
正

閏
論
』
　
（
以
下
「
A
」
と
称
す
る
）
は
、
発
端
（
約
三
〇
ペ
ー
ジ
）
、
学
説
（
三
四
〇
ペ
ー
ジ
）
、
教
訓
（
約
一
五
ペ
ー
ジ
）
に
区
分
す
る
。
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と
こ
ろ
で
以
上
に
あ
げ
た
諸
書
を
み
る
と
、
問
題
の
発
端
や
経
過
に
お
い
て
種
々
の
異
同
が
あ
り
、
ま
ず
こ
れ
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
’

第
二
に
、
本
問
題
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
政
治
上
層
部
の
動
き
が
、
あ
ま
り
明
瞭
で
な
い
。
史
料
的
に
は
、
山
県
有
朋
・
桂
太

郎
ら
の
伝
記
に
多
く
よ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
今
日
で
は
、
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
第
三
に
そ
の
結
末
も
、
史
料
的
な
裏
付
け
を
必
要
と
す

る
。　

本
稿
に
お
い
て
は
、
右
の
諸
問
題
を
全
面
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
第
二
の
点
を
中
心
に
、
そ
の
他
の
点
は
そ
の
概

要
に
論
及
す
る
こ
と
に
し
、
さ
ら
に
、
当
時
の
政
治
・
社
会
状
況
を
も
背
景
と
し
つ
つ
、
問
題
の
意
義
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。

南北朝正閏問題について（山本）

　
此
問
題
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
三
宅
雪
嶺
著
『
同
時
代
史
』
が
比
較
的
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
主
に
し
て
年
表
と
し
て
み
よ

」
つ
。

　
1
・
1
9
　
0
小
学
校
長
（
本
郷
区
富
士
前
）
早
耳
が
国
定
新
刊
歴
史
教
科
書
中
、
南
北
朝
の
正
閏
を
顛
倒
せ
る
心
あ
る
を
見
、
読
売
新
聞
に
論
議
。

　
　
＊
『
三
峰
下
岡
忠
治
伝
』
（
以
下
『
下
岡
伝
』
と
略
記
）
で
は
「
偶
然
に
も
そ
れ
を
発
見
し
た
の
が
藤
沢
南
岳
翁
（
元
造
父
〉
で
あ
る
」
と
あ
る
（
三
六
四
ペ
ー
ジ
）

　
1
・
2
4
　
0
畢
稲
田
大
学
教
授
松
平
（
康
国
）
が
大
阪
府
選
出
議
員
藤
沢
（
元
造
）
に
託
し
、
教
科
書
を
文
部
省
よ
り
取
寄
せ
、
文
中
に
正
閏
を
誤
れ
る
も
の
あ

　
　
る
を
発
見
し
た
。

　
　
　
＊
『
下
岡
伝
』
で
は
、
南
岳
翁
は
渡
慨
措
か
ず
、
嗣
子
元
造
に
よ
っ
て
桂
内
閣
弾
劾
を
決
意
し
た
。
そ
れ
は
内
閣
が
大
逆
事
件
を
未
然
に
防
い
だ
と
は
い

　
　
え
、
進
退
を
決
す
べ
き
蒋
期
と
考
え
た
の
に
よ
る
ら
し
い
（
三
六
四
ペ
ー
ジ
）
。

　
2
・
3
　
0
藤
沢
が
「
文
部
省
の
編
纂
に
係
る
尋
常
小
学
校
用
日
本
歴
史
は
国
民
を
し
て
順
逆
を
誤
ら
し
め
、
皇
室
の
尊
厳
を
傷
け
奉
り
、
教
育
の
根
抵
を

　
　
破
壊
す
る
憂
ひ
な
き
か
」
と
の
質
問
書
を
提
出
し
、
桂
は
事
皇
窒
の
尊
厳
に
関
し
、
帝
国
議
会
に
於
て
斯
の
如
き
問
題
を
議
す
る
は
、
導
体
の
宜
し
き
を

　
　
得
ず
と
し
、
藤
沢
と
親
交
あ
る
農
務
局
長
下
岡
（
忠
治
）
を
し
て
質
問
書
の
撤
回
を
要
求
せ
し
む
。

　
　
　
＄
『
下
岡
伝
』
で
は
、
政
友
会
は
情
意
投
合
の
た
め
政
府
支
援
の
地
位
に
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
は
我
関
せ
ず
の
立
場
、
む
し
ろ
攻
撃
の
擬
勢
す
ら
と
り
、

　
　
国
民
党
は
急
先
鋒
と
な
っ
た
と
い
い
、
政
階
の
困
惑
は
藤
沢
が
重
要
な
資
料
を
握
？
て
い
る
こ
と
で
、
藤
沢
が
意
気
揚
々
上
京
し
て
き
た
と
き
、
東
京
駅
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に
彼
を
要
し
た
下
関
（
南
岳
の
門
下
で
元
造
と
は
幼
な
馴
染
）
が
、
す
ぐ
彼
を
首
根
官
邸
に
つ
れ
て
ゆ
き
、
藤
沢
を
口
説
い
た
。
藤
沢
は
以
後
行
方
を
く
ら
ま

　
し
た
と
あ
る
（
三
六
五
～
六
ペ
ー
ジ
）
。

2
・
7
0
藤
沢
は
文
相
と
会
見

2
・
1
0
　
0
藤
沢
は
文
部
省
に
於
て
松
村
普
通
学
務
局
長
、
渡
辺
図
書
課
長
と
立
会
の
上
、
歴
史
編
纂
委
員
三
上
（
参
次
）
及
び
喜
田
（
貞
吉
）
と
意
見
を
交
換

　
し
、

2
・
1
5
　
0
貴
族
院
及
び
三
田
邸
に
於
て
桂
と
会
見
す
。
桂
は
該
教
科
書
を
改
訂
せ
し
む
ぺ
け
れ
ど
、
改
訂
の
成
る
ま
で
世
上
に
発
表
す
べ
か
ら
ず
と
云
ひ
、

2
・
1
6
　
0
藤
沢
は
質
問
書
を
撤
回
し
、
議
場
に
其
の
理
由
を
演
説
し
、
辞
表
を
議
長
に
堤
出
す
。
藤
沢
の
挙
動
の
曖
昧
な
る
を
疑
ひ
、
桂
に
買
収
せ
ら
れ

　
た
り
と
の
囎
の
拡
ま
る
。

　
＊
二
月
七
日
に
小
松
原
は
藤
沢
に
会
見
を
求
め
、
一
一
時
間
に
わ
た
り
質
問
書
撤
回
を
求
め
た
（
『
東
京
朝
日
』
九
日
付
）
。
藤
沢
は
拒
絶
し
、
居
処
を
く
ら
ま

　
し
た
の
で
、
そ
の
居
処
を
探
索
す
る
と
と
も
に
、
父
南
岳
の
力
で
反
省
を
促
す
に
努
め
た
（
同
前
、
一
五
日
付
）
。
最
後
に
桂
が
料
亭
「
す
ゑ
よ
し
」
で
藤
沢

　
と
会
見
し
、
買
収
と
強
圧
に
出
た
（
同
前
、
二
月
｝
八
日
）
。
藤
沢
は
翌
日
の
議
会
で
質
問
を
撤
回
し
、
議
員
辞
職
の
理
由
を
述
べ
た
が
、
支
離
滅
裂
で
あ
っ

　
た
（
「
激
育
議
事
総
覧
」
第
三
巻
九
〇
ペ
ー
ジ
）
。
（
以
上
は
石
田
雄
著
『
明
治
思
想
史
研
究
』
＝
二
七
～
八
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）

　
　
『
原
敬
日
記
』
で
も
二
月
十
七
日
の
記
事
に
は
じ
め
て
、
昨
日
藤
沢
が
辞
任
し
た
が
、
そ
の
演
説
は
支
離
滅
裂
、
半
狂
人
に
等
し
く
、
政
府
の
驚
き
も

　
笑
止
の
こ
と
が
多
い
と
述
べ
る
。

2
・
1
9
　
加
藤
弘
之
、
山
県
に
意
見
を
公
表
し
て
よ
い
か
を
問
合
せ
る
（
『
山
県
文
磐
』
）
。

2
・
2
0
　
井
上
通
泰
、
闇
題
を
憂
慮
す
る
旨
山
県
に
報
ず
る
（
『
山
県
文
書
』
）
。

2
・
2
1
　
0
国
民
党
は
大
逆
事
件
と
正
閏
問
題
と
を
一
括
し
て
決
議
案
を
作
り
、
政
府
の
処
決
を
求
め
た
が
、
秘
密
会
で
二
〇
一
対
九
三
で
否
決
。

　
＊
右
の
後
段
は
二
三
日
の
こ
と
。
『
原
敬
日
記
』
で
は
、
二
月
二
一
日
に
桂
が
有
松
警
保
局
長
を
も
っ
て
、
政
友
会
で
国
民
党
の
決
議
案
を
論
破
し
て
ほ

　
し
い
と
言
っ
て
き
た
。
そ
の
の
ち
平
田
が
政
友
会
と
交
渉
、
決
議
案
に
は
反
対
演
説
を
せ
ず
、
討
論
終
結
－
否
決
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

2
・
2
2
　
政
友
会
で
は
元
田
が
発
作
的
に
強
硬
論
を
主
張
、
原
敬
こ
れ
を
抑
え
て
｝
案
を
作
製
、
密
に
桂
に
示
し
、
明
日
桂
の
答
弁
を
政
友
会
に
内
示
す
る
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南北朝正閏問題について（山本）

　
こ
と
に
取
極
め
る
（
『
原
敬
日
認
』
）
。

2
・
2
3
　
国
民
党
提
出
の
決
議
案
否
決
。

　
井
上
通
泰
、
由
県
に
出
翰
（
『
山
県
文
書
恥
）
。

2
・
2
4
　
寺
内
、
山
県
に
出
翰
（
『
山
県
文
書
』
）
。
山
県
返
翰
（
草
案
は
『
山
県
文
書
』
、
正
文
は
『
寺
内
文
書
』
）
。

2
・
2
5
　
二
宮
熊
次
郎
、
山
県
に
出
翰
（
『
山
県
文
書
』
）
。
小
松
原
、
桂
に
出
費
（
月
桂
文
書
』
）
。
桂
は
原
に
、
教
師
用
は
廃
止
、
児
童
用
は
訂
正
を
命
ず
る
つ
も

　
り
、
結
論
は
天
皇
の
決
断
を
待
つ
旨
を
返
答
す
（
『
原
敬
日
記
画
）
。

乞
・
2
6
　
二
宮
同
前
、
桂
も
山
県
に
出
翰
（
『
山
県
文
書
』
）
。

2
・
2
7
　
山
県
、
桂
に
出
翰
（
『
桂
文
書
』
、
草
案
は
『
山
県
文
書
』
に
も
あ
り
）
。
桂
、
井
上
に
出
翰
（
『
井
上
文
書
』
）
。
閣
議
、
勅
裁
を
抑
ぐ
こ
と
に
決
定
（
冊
原
敬
日

　
記
』
）
。
○
政
友
会
議
員
も
芝
紅
葉
館
に
会
し
、
委
員
二
十
八
名
を
選
び
、
速
に
教
科
書
の
改
訂
を
為
さ
し
む
る
こ
と
、
速
に
愛
糞
の
責
任
を
明
に
す
る
こ

　
と
の
二
件
を
決
議
し
て
政
府
に
交
渉
す
る
所
あ
り
（
一
〇
九
ペ
ー
ジ
）
。

　
＊
『
原
敬
日
記
』
で
は
、
委
員
代
表
数
人
が
原
に
陳
情
、
原
説
得
し
て
そ
れ
の
み
で
退
散
（
政
府
に
交
渉
せ
ず
）
。

一
　
問
題
の
発
端

　
1
　
議
　
会
　
以
　
前

　
ま
ず
信
夫
清
三
郎
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
1
』
に
よ
る
と
、

　
　
大
逆
事
件
が
お
こ
っ
た
明
治
四
十
三
年
中
秋
、
文
部
省
が
開
催
し
た
中
等
教
育
講
習
会
の
席
上
で
、
国
定
教
科
書
『
尋
常
小
学
日
本
歴
史
』
巻
一
（
教
師

　
用
）
に
の
せ
ら
れ
た
南
北
対
立
に
つ
い
て
の
編
者
の
見
解
が
講
習
員
の
あ
い
だ
で
問
題
視
さ
れ
た
。
編
者
喜
田
貞
心
は
講
習
会
に
講
師
と
し
て
出
席
し
て
い

　
た
が
、
彼
に
た
い
す
る
不
満
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
た
。
波
紋
は
小
学
教
員
が
さ
ら
に
問
題
を
と
り
あ
げ
、
新
聞
記
者
を
う
こ
か
す
に
い
た
っ
て

　
大
き
く
な
り
、
明
治
四
十
四
年
に
は
い
る
と
と
も
に
つ
い
に
議
会
の
問
題
と
な
っ
た
（
一
四
一
ペ
ー
ジ
）
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
簡
潔
に
し
て
要
を
え
た
概
説
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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右
記
述
の
前
半
に
つ
い
て
は
、
三
上
参
次
博
士
の
「
教
科
書
に
お
け
る
南
北
正
閏
問
題
の
由
来
」
（
『
太
陽
』
所
載
、
四
四
年
三
月
二
六
日
の
同
博

土
の
談
話
筆
記
）
に
く
わ
し
い
（
A
本
三
二
七
～
三
四
六
ペ
ー
ジ
は
全
文
。
B
本
三
四
二
～
三
五
四
ペ
ー
ジ
は
鱗
説
を
付
し
て
要
点
を
抜
粋
、
こ
の
ほ
か
同
博

士
が
二
月
一
七
臼
「
東
京
朝
臼
」
、
二
月
一
七
日
「
時
事
新
報
」
に
発
干
し
た
分
は
A
本
九
～
九
八
ペ
ー
ジ
、
B
本
三
三
六
～
三
四
二
ペ
ー
ジ
）
。
　
・
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
①

　
右
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
問
題
に
な
っ
た
の
が
主
と
し
て
教
科
書
の
教
師
用
で
、
三
上
博
士
も
、
こ
れ
が
問
題
の
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

四
三
年
秋
（
三
上
薄
士
は
冬
と
し
て
い
る
）
の
講
習
会
で
、
三
上
博
士
に
よ
る
と
、
対
象
は
師
範
学
校
長
、
講
演
内
容
は
国
民
道
徳
、
講
師
は
穂
積

八
束
．
井
上
哲
次
郎
．
吉
田
東
伍
、
そ
こ
え
喜
田
貞
吉
が
文
部
大
臣
の
命
で
飛
び
入
り
的
に
講
演
h
そ
の
内
容
は
同
県
土
の
著
書
『
閏
史
の
教

育
』
（
四
三
年
六
月
三
省
堂
刊
）
に
よ
る
こ
と
を
文
相
小
松
原
英
太
郎
に
事
前
了
解
を
え
て
い
た
と
あ
り
（
こ
の
著
書
の
主
要
部
分
は
B
杢
三
三
～
六

ぺ
：
ジ
）
、
し
か
も
芝
上
は
、
こ
の
講
演
は
直
接
聞
い
て
い
な
い
が
と
断
わ
っ
て
、
南
朝
正
統
は
周
知
の
事
実
だ
か
ら
略
し
、
北
朝
も
軽
ん
ず
べ

き
で
な
い
と
論
じ
た
の
を
、
い
か
に
も
北
朝
を
強
調
し
た
よ
う
に
誤
解
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
南
北
朝
問
題
が
、
従
来
い
か
に
み
ら
れ
た
か
は
、
B
本
の
詳
細
な
記
述
に
ゆ
ず
る
が
、
た
だ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
明
治
の

三
十
年
代
が
歴
史
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
述
べ
る
（
「
自
然
派
」
と
い
う
称
呼
も
用
い
ら
れ
て
い
る
）
傾
向
が
強
く
、
水
戸
学
派
の
大
義
名
分
的
記
述

と
網
反
す
る
論
点
を
打
ち
出
し
た
こ
と
（
藤
沢
代
議
士
の
背
景
に
水
戸
派
の
動
き
が
あ
っ
た
）
、
明
治
四
十
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
帝
王
の
世
系
代
数
の

調
査
を
依
頼
さ
れ
た
回
答
に
、
文
部
省
は
教
科
書
編
纂
委
員
や
、
あ
る
筋
の
見
解
を
た
だ
し
、
省
の
見
解
と
し
て
答
え
た
内
容
は
、
教
科
書
の

記
載
と
一
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
閾
問
題
は
、
以
上
の
研
究
状
況
に
対
し
、
大
逆
事
件

を
機
と
し
て
国
体
を
明
確
に
せ
よ
と
主
張
す
る
一
派
の
ま
き
か
え
し
と
み
て
さ
し
つ
か
え
が
な
い
。
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2
　
議
会
に
出
る
ま
で

　
問
題
の
口
火
は
、
一
月
十
九
日
に
本
郷
区
富
士
前
小
学
校
長
の
華
燭
信
吉
が
読
売
新
聞
に
寄
稿
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
峰
単
信
古
の
本
間

題
に
か
ん
す
る
意
見
と
行
動
は
、
B
本
（
六
四
二
～
九
ペ
ー
ジ
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
蜂
間
は
明
治
三
十
六
年
版
の
県
史
教
科
書
の
「
同
時
二
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天
皇
あ
り
」
の
句
よ
り
疑
問
を
い
だ
き
、
　
「
一
昨
冬
（
明
治
四
二
）
よ
り
昨
春
に
亘
り
て
の
東
京
府
教
育
会
の
訂
正
教
科
書
の
講
習
会
」
に
お
け

る
喜
田
博
士
の
講
演
を
聞
い
て
驚
き
、
教
師
用
の
出
版
さ
れ
る
や
反
対
の
火
の
手
を
あ
げ
よ
う
と
、
四
三
年
夏
休
み
を
研
究
に
あ
て
、
そ
の
た

め
文
学
協
会
を
創
立
、
雑
誌
「
文
学
界
」
を
創
刊
、
茨
城
師
範
の
訓
導
矢
口
豊
も
協
力
し
た
。
一
二
月
中
句
に
小
松
原
文
相
に
警
告
し
よ
う
と

し
た
が
断
わ
ら
れ
、
一
工
月
二
六
日
に
教
員
の
懇
話
会
で
決
心
を
話
し
、
年
賀
状
を
利
用
し
て
趣
旨
を
披
露
し
、
歳
宋
に
文
相
に
警
告
し
た
。

正
月
一
週
間
桐
州
で
想
を
練
り
、
読
売
記
老
半
嶺
子
に
語
り
、
そ
の
斡
旋
で
＝
一
日
中
央
新
聞
、
一
四
日
二
六
新
報
、
　
一
九
日
読
売
の
社
説
と

な
っ
た
。
こ
の
間
、
日
本
弘
道
会
で
徳
川
伯
（
達
孝
か
）
・
三
島
老
博
士
・
猪
熊
侍
講
そ
の
他
に
援
助
を
も
と
め
る
演
説
を
し
た
。
二
四
日
、
意

見
書
を
首
相
以
下
朝
野
の
名
士
に
配
付
、
岡
田
文
部
尼
宮
に
会
見
を
求
め
、
二
九
日
に
三
時
間
に
わ
た
っ
て
論
難
し
た
と
い
う
。

　
次
の
問
題
は
、
松
平
康
国
・
牧
野
謙
次
郎
の
両
人
が
藤
沢
元
造
代
議
士
に
頼
ん
で
教
科
書
を
文
部
省
よ
り
取
り
寄
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
人
の
早
大
教
授
は
、
別
に
藤
沢
に
頼
ま
な
く
と
も
教
科
書
は
容
易
に
手
に
入
る
は
ず
で
あ
る
。
内
岡
周
平
は
、
そ
の
回
顧
談
（
昭
和
一
二
年
六

月
、
大
阪
の
思
想
問
題
研
究
会
席
上
の
講
演
、
『
犬
養
木
堂
聖
上
』
、
八
五
四
～
八
六
一
ペ
ー
ジ
所
収
）
で
は
、
こ
の
教
科
書
は
四
月
か
ら
使
わ
れ
る
新
版

で
、
文
部
省
よ
り
取
り
寄
せ
る
た
め
に
藤
沢
に
頼
ん
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
　
「
尋
常
小
学
日
本
歴
史
」
は
明
治
三

六
年
版
が
国
定
の
最
初
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
現
場
の
意
見
を
次
期
改
訂
に
と
り
入
れ
る
た
め
翌
年
宋
に
委
員
を
設
け
て
修
正
を
準
備
し
、
四

二
年
巻
一
（
南
北
朝
ま
で
）
、
四
三
年
巻
藁
を
刊
行
、
四
三
年
か
ら
一
年
間
は
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
『
日
本
教
科
書
大
系
』
近
代
一
九
巻
、
歴

史
②
参
照
）
。
だ
か
ら
、
政
界
と
も
コ
ネ
を
つ
け
る
た
め
と
、
元
造
が
牧
野
の
従
弟
で
あ
る
関
係
か
ら
元
造
を
引
き
こ
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
元
造
の
父
南
岳
も
教
科
書
に
憤
慨
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
そ
の
理
由
と
い
う
。
つ
い
で
に
早
大
内
で
は
浮
田
和
民
・
久
米
邦
武
・
吉

田
東
伍
は
北
朝
正
統
論
者
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。

　
3
　
藤
沢
代
議
士
の
質
問
書

　
松
平
・
牧
野
ら
は
藤
沢
元
造
に
託
し
て
、
二
月
三
日
に
質
問
書
を
提
出
さ
せ
た
。
B
本
に
よ
る
と
、
新
聞
紙
の
報
道
と
し
て
元
造
は
照
つ
の

質
問
を
認
め
、
う
ち
三
項
（
神
器
は
虚
器
か
、
尊
氏
は
逆
徒
で
な
い
の
か
、
楠
・
新
田
は
忠
臣
で
な
い
の
か
V
は
過
激
に
失
す
る
と
し
て
自
ら
抹
殺
し
て
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提
出
し
た
と
い
う
（
三
〇
ペ
ー
ジ
）
、

　
第
一
項
は
　
「
神
器
は
虚
器
に
し
て
皇
位
と
没
交
渉
な
り
や
、
」
第
四
項
は
「
文
部
省
の
編
纂
に
か
か
る
尋
常
小
学
校
用
の
日
本
歴
史
は
国
民

を
し
て
順
逆
正
邪
を
誤
ら
し
め
皇
室
の
尊
厳
を
潮
け
奉
り
教
育
の
根
抵
を
破
壊
す
る
憂
な
き
か
」
で
あ
る
。
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二
　
政
府
の
対
策
と
藤
沢
の
撤
回

　
1
　
藤
沢
と
文
相
の
会
見

　
藤
沢
の
質
問
書
に
対
し
、
桂
首
相
は
議
会
で
論
議
す
る
の
は
不
適
当
と
考
え
、
農
商
務
省
農
務
局
長
で
あ
っ
た
下
岡
忠
治
が
、
藤
沢
南
岳
の

門
下
生
で
あ
り
元
造
と
も
親
し
か
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
下
岡
を
し
て
質
問
書
撤
回
を
交
渉
せ
し
め
た
。
下
岡
が
、
い
っ
か
ら
こ
の
問
題
に
介
入

し
た
か
は
『
下
岡
伝
』
で
も
明
ら
か
で
な
い
し
、
同
説
で
は
、
自
か
ら
大
浦
農
相
に
諮
り
、
つ
い
で
桂
首
相
の
卵
割
を
う
け
た
と
あ
っ
て
、
自

ら
積
極
的
に
動
い
た
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
藤
沢
が
二
月
七
日
文
柏
と
、
つ
い
で
二
月
一
〇
日
に
三
上
・
喜
田
両
博
士
と
会
っ
た
の

は
、
文
相
の
取
計
い
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
文
相
が
質
問
書
の
撤
回
を
懇
請
し
た
の
に
対
し
、
藤
沢
は
拒
絶
し
た
ら
し
い
。
一
〇
碍
の
両

博
士
と
の
会
見
に
は
、
松
平
・
牧
野
も
立
会
っ
た
。

　
こ
の
一
〇
日
の
会
見
で
、
松
平
・
牧
野
両
人
の
方
は
、
三
上
博
士
が
「
南
朝
を
正
統
と
す
べ
か
ら
ざ
る
多
く
の
書
籍
を
示
し
て
説
明
し
た
］

（
牧
野
、
B
本
四
四
〇
ペ
ー
ジ
）
点
を
つ
よ
く
感
じ
、
藤
沢
の
ご
と
き
は
、
　
「
（
両
博
士
は
）
維
新
以
後
、
南
朝
を
正
統
と
認
む
る
も
の
あ
る
こ
と
を

悲
し
む
と
云
へ
り
」
　
（
一
六
日
の
演
説
）
と
述
べ
た
。

　
三
上
博
士
の
談
（
A
本
、
一
二
三
七
～
三
四
二
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
、
藤
沢
の
み
は
文
相
と
会
見
し
て
予
定
よ
り
一
時
間
お
く
れ
て
来
り
、
そ
の
問
、

文
都
省
よ
り
藤
沢
は
変
だ
か
ら
注
意
せ
よ
と
の
内
報
を
受
け
た
。
は
た
し
て
藤
沢
は
酒
気
を
お
び
て
現
わ
れ
る
。
そ
の
質
問
の
態
度
も
無
礼
で

あ
る
の
で
、
三
上
は
注
意
し
て
い
る
し
、
話
の
間
も
、
今
夜
帰
る
が
汽
車
の
切
符
を
な
く
し
た
と
い
っ
て
旅
館
に
電
話
し
た
り
で
、
話
を
十
分

目
続
け
え
て
い
な
い
。
三
上
は
、
牧
野
・
松
平
の
談
も
誤
謬
を
伝
え
、
　
「
日
本
及
日
本
人
」
の
問
答
体
会
見
記
も
認
め
え
な
い
と
し
、
一
六
日
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の
藤
沢
演
説
も
誤
謬
を
伝
え
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
喜
田
博
士
の
『
国
史
の
教
育
』
が
、
宮
内
省
が
歴
代
表
を
発
表
す
れ
ば
議
論
の
余
地
は
な
い
と
い
う
態
度
で
あ
り
、
歴
史
家
の
良

心
と
し
て
、
南
朝
は
正
統
と
認
め
が
た
い
、
両
立
す
る
の
が
正
し
く
、
宮
内
省
の
決
定
あ
る
ま
で
は
、
こ
の
態
度
を
と
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

他
方
は
、
南
朝
正
統
説
を
と
ら
ね
ば
国
体
を
乱
す
も
の
と
い
う
人
び
と
だ
か
ら
、
会
見
時
の
談
話
を
正
し
く
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
に
く
か
っ

た
の
は
、
想
像
に
余
り
あ
る
。
さ
ら
に
両
人
が
博
士
の
史
家
と
し
て
の
態
度
を
あ
る
程
度
正
し
く
伝
え
て
も
、
当
時
の
勇
ま
し
い
世
論
が
、
そ

の
ま
ま
に
受
け
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
2
　
政
府
と
藤
沢

　
藤
沢
は
十
日
の
会
見
の
直
後
東
京
を
離
れ
、
伊
勢
神
宮
に
参
り
、
大
阪
に
帰
っ
て
父
南
岳
に
会
っ
た
。
B
本
で
は
父
と
相
談
し
た
と
簡
単
に

記
し
て
い
る
が
、
内
田
周
平
の
回
顧
談
で
は
、
同
説
と
思
っ
た
父
が
意
見
が
変
り
、
穏
か
に
せ
よ
と
い
っ
た
の
で
、
元
造
も
軟
化
し
た
。
こ
れ

は
下
岡
が
南
岳
に
懇
請
し
た
結
果
だ
と
語
っ
て
い
る
（
『
犬
養
伝
』
八
五
六
ペ
ー
ジ
）
。

　
こ
の
あ
た
り
は
『
下
岡
伝
』
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ず
、
元
造
が
議
会
で
演
説
を
ブ
ツ
べ
く
意
気
揚
々
と
上
京
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
は
た
し
て

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。
と
こ
ろ
が
、
B
本
で
は
下
岡
が
南
岳
に
書
翰
を
出
し
、
そ
の
返
信
（
二
月
一
二
日
付
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
下
岡
の
懇
請
は
奏
効
し
て
い
な
い
（
一
一
＝
～
二
ペ
ー
ジ
）
。

　
そ
こ
で
、
桂
は
藤
沢
の
上
京
を
策
京
駅
に
要
し
、
た
だ
ち
に
官
邸
に
拉
し
て
質
問
の
撤
回
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
　
『
下
岡
伝
』
で

は
下
岡
が
こ
の
工
作
を
し
た
と
い
う
。

　
前
出
の
内
田
の
回
顧
談
で
は
、
藤
沢
は
上
京
途
次
あ
る
軍
人
か
ら
言
わ
れ
て
さ
ら
に
軟
化
し
た
と
い
い
、
一
五
日
は
桂
か
ら
酒
肴
を
饗
さ
れ
、

酔
っ
て
い
る
閾
に
議
会
で
質
問
す
る
準
備
書
を
と
り
あ
げ
ら
れ
、
金
一
封
を
も
ら
い
、
藤
沢
が
宿
泊
す
る
予
定
の
松
平
康
国
邸
で
は
、
藤
沢
が

い
っ
こ
う
来
な
い
の
で
探
ら
せ
た
と
こ
ろ
軟
化
し
て
料
亭
に
い
る
の
を
発
見
し
た
と
い
う
。
ど
こ
ま
で
が
正
し
い
か
保
証
の
限
り
で
は
な
い
が
、

石
田
雄
氏
が
「
東
京
朝
日
」
を
引
い
て
桂
の
懐
柔
と
買
収
ぶ
り
を
推
測
さ
れ
る
の
と
を
併
せ
て
、
何
ら
か
こ
の
種
の
工
作
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
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実
で
あ
ろ
う
。

　
3
　
藤
沢
の
質
問
撤
回
と
辞
職

　
要
す
る
に
藤
沢
は
桂
の
思
う
と
お
り
に
な
っ
た
。
二
月
一
六
日
の
議
場
で
、
質
問
を
撤
回
し
、
辞
意
を
表
明
し
た
。
そ
れ
は
『
原
敬
日
記
』

そ
の
他
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
支
離
滅
裂
で
あ
り
、
辞
職
理
由
に
い
た
っ
て
は
、
裏
が
え
せ
ば
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
代
議
士
に
な
っ
た
と
い
う
に
等
し
い
。

　
さ
ら
に
前
出
の
三
上
談
に
あ
る
よ
う
に
、
一
〇
日
の
両
博
士
と
の
会
見
の
さ
い
、
す
で
に
藤
沢
は
異
常
で
あ
り
、
の
ち
に
は
狂
人
の
ご
と
し

と
も
丘
上
と
も
評
さ
れ
た
。
い
つ
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
は
藤
沢
が
、
他
人
の
口
車
に
の
っ
て
勇
ま
し
く
動
い
て
み
た
も
の
の
、
予
想
以
上
に
政
府

が
首
相
以
下
大
童
に
な
っ
て
質
問
の
撤
回
工
作
に
動
い
た
の
で
、
自
己
の
行
動
の
波
紋
の
意
外
に
大
き
か
っ
た
こ
と
と
、
政
府
の
工
作
に
よ
っ

て
軟
化
し
て
し
ま
っ
た
自
分
自
身
へ
の
自
責
の
念
も
加
わ
り
、
そ
れ
を
強
い
て
議
場
で
正
当
化
し
よ
う
と
弁
明
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
自
己
嫌
悪

感
が
加
わ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
原
敬
が
評
し
た
よ
う
に
、
桂
の
動
揺
も
奇
妙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
桂
自
身
が
、
大
逆
事
件
に
つ
い
で
、
厄
介
な
問
題
の
続

発
だ
け
に
、
自
分
の
政
治
生
命
に
も
思
い
を
い
た
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
後
に
原
敬
な
ど
が
評
し
た
桂
の
頭
脳
の
錯
乱
が
、
こ
こ
に
も
顔
を

の
ぞ
か
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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三
問
題
の
新
展
開

　
1
　
世
論
の
興
起
と
水
戸
派

　
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
で
終
っ
た
の
で
は
な
い
。
い
な
、
む
し
ろ
新
た
な
展
開
を
み
せ
は
じ
め
た
。
わ
た
し
は
当
時
の
世
論
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
詳
述
す
る
こ
と
を
さ
け
、
A
・
B
木
よ
り
大
体
の
傾
向
を
し
め
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
そ
れ
ら
は
、
左
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
○
南
北
朝
対
立
説
…
…
喜
田
貞
吉
・
三
上
参
次
・
久
米
邦
武
・
柏
蔚
学
人
（
や
ま
と
新
聞
、
松
井
粕
軒
）
・
菊
池
大
麓
・
三
食
忠
造
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○
北
朝
正
統
説
…
…
吉
田
東
伍
・
浮
田
和
民

○
南
朝
正
統
説
…
…
牧
野
謙
次
郎
・
松
平
康
国
・
穂
積
八
束
・
井
上
哲
次
郎
・
猪
狩
史
山
・
笹
川
臨
風
・
黒
板
勝
美
・
菊
池
謙
次
郎
・
姉
崎
正
治
・
福
本
誠

　
（
日
南
）
・
副
島
義
一
・
市
村
贋
次
郎
・
三
浦
周
行
・
峯
間
儒
吉
・
井
上
績
囲
・
佐
藤
鉄
太
郎
・
三
浦
梧
楼
・
目
賀
田
種
太
郎
・
北
畠
治
房
・
貰
取
素
彦
・

　
大
木
遠
吉
・
秋
元
興
朝
・
伊
沢
修
二
・
杉
浦
重
剛
・
千
家
尊
福
・
稲
葉
君
山
・
高
島
柄
之
助
・
小
牧
昌
業
・
内
田
周
平
・
牧
野
伸
顕
・
大
隈
重
信
・
木
村

　
鷹
太
郎
・
鎌
田
栄
吉
・
ほ
と
ん
ど
の
新
聞

　
右
の
南
朝
正
統
論
者
の
う
ち
、
三
浦
周
行
・
黒
板
勝
美
を
の
ぞ
け
ば
、
早
稲
田
系
・
水
戸
系
の
日
本
史
家
、
西
洋
・
東
洋
史
家
、
r
政
治
家
が

多
く
、
A
本
で
は
黒
板
を
折
衷
派
と
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
世
論
の
う
ち
で
、
政
治
的
に
動
き
出
し
た
の
が
水
戸
教
育
会
（
会
長
菊
池
謙
次
郎
）
で
あ
る
。
同
会
は
二
月
一
八
日
に
小
松

原
文
相
に
対
し
て
、
教
師
用
の
一
一
八
～
九
ペ
ー
ジ
は
国
民
教
育
上
不
穏
当
で
あ
る
か
ら
加
除
す
べ
き
だ
と
建
議
し
た
（
全
文
は
B
本
三
三
～
七

ペ
ー
ジ
。
『
明
治
文
化
史
③
』
の
六
四
六
～
七
ペ
ー
ジ
に
も
大
部
分
が
収
載
さ
れ
て
い
る
）
。
当
時
、
藤
沢
を
葬
っ
て
も
問
題
は
終
ら
ず
と
の
声
も
あ
り

（
A
本
二
三
ペ
ー
ジ
）
、
世
論
の
興
起
に
水
戸
派
が
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
内
田
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
貴
族
院
で
は
徳
川
達
孝
ら
に
、
議
会
で
の
詰
問
を
請
い
、
松
平
・
牧
野
は
密
か
に
山
県
に
書
翰
を
送
っ

て
裁
決
を
懇
請
し
た
と
い
い
（
一
ペ
ー
ジ
後
の
記
述
で
、
二
八
、
九
日
こ
ろ
両
氏
は
山
県
に
意
見
を
郵
送
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
と
別
個
の
も
の
か
同
一
の
こ

と
を
さ
し
て
い
る
の
か
不
明
、
『
山
県
文
書
』
中
に
は
、
こ
の
書
翰
は
現
存
し
な
い
）
、
ま
た
大
日
本
国
体
擁
護
団
を
つ
く
り
、
撤
文
（
B
本
、
四
二
～
四

ペ
ー
ジ
。
本
書
で
は
文
学
者
内
田
旭
と
三
塩
熊
太
ら
が
設
立
し
た
と
い
う
）
を
全
国
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
・
石
川
・
福
岡
・
三
星
・
小
樽
が
こ

れ
に
同
調
し
、
黒
岩
（
万
朝
雨
）
と
読
者
は
正
統
派
で
あ
っ
た
が
、
他
は
日
和
見
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
神
田
の
青
年
会
館
で
演
説
会
を
開

い
た
と
も
い
う
。

　
右
の
臼
付
は
い
ま
容
易
に
確
定
し
が
た
い
が
、
大
日
本
国
体
擁
護
団
は
、
A
本
に
「
南
北
朝
問
題
と
教
訓
　
国
体
擁
護
団
の
一
人
」
（
三
八
六
～

三
九
ニ
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
水
戸
で
は
一
、
一
月
二
六
日
に
講
演
会
が
開
か
れ
、
市
村
讃
次
郎
・
姉
崎
正
治
・
笹
川
南
風
な
ど
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が
の
り
こ
ん
で
い
る
（
B
本
四
四
ペ
ー
ジ
）
。
な
お
新
聞
の
多
く
が
日
和
見
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
。

　
2
　
山
県
と
加
藤
弘
之
・
井
上
通
泰

　
爾
北
朝
問
題
が
議
会
の
問
題
と
な
る
と
、
加
藤
弘
之
は
二
月
一
九
日
付
で
山
県
に
書
翰
を
送
り
、
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
『
山
県
伝
』
下

巻
、
七
六
九
～
七
一
ぺ
！
ジ
）
。

　
　
衆
議
院
議
員
藤
沢
某
が
国
定
教
科
書
中
の
記
述
を
聖
堂
と
し
、
政
府
に
質
問
書
を
出
し
、
演
説
も
す
る
筈
だ
っ
た
が
、
政
府
と
交
渉
の
結
果
満
足
し
た
と

　
か
で
演
説
を
や
め
、
辞
職
し
た
が
、
国
民
党
は
こ
れ
を
問
題
と
し
て
い
る
と
い
う
。
自
分
も
意
見
を
発
表
し
た
い
が
（
結
論
は
、
自
分
は
『
大
日
本
史
』
の
論
に

　
異
論
が
あ
る
が
、
臣
子
の
分
と
し
て
正
閏
を
論
ず
べ
き
で
な
い
と
い
う
に
あ
る
）
、
e
学
問
上
な
ら
何
と
論
じ
て
も
よ
い
が
、
皇
室
に
関
す
る
重
大
問
題
ゆ
え
枢
密
顧

　
問
官
の
立
場
と
し
て
は
不
都
合
で
あ
る
か
、
⇔
た
と
え
不
都
合
は
な
い
と
し
て
も
、
『
大
日
本
史
』
が
献
上
さ
れ
た
と
き
に
感
賞
さ
れ
た
こ
と
は
南
北
の
正

　
閏
が
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
自
分
の
意
見
は
取
消
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
右
の
感
賞
云
々
は
自
分
は
よ
く
知
ら
ぬ
が
、
閣
下
は
御

　
存
じ
だ
ろ
う
か
ら
お
質
ね
し
た
い
。

　
山
県
の
返
信
は
、
加
藤
家
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
山
県
は
加
藤
書
翰
の
は
じ
め
に
、
　
「
枢
密
顧
問
官
ト
シ
テ
ハ
公
然
社
会
二
向
テ
論
議

ス
ル
ハ
不
可
然
ト
回
答
二
及
ピ
タ
リ
有
朋
」
　
と
記
し
て
あ
り
、
　
『
山
県
伝
』
に
も
注
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
井
上
通
泰
も
山
県
に
学
老
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を
す
す
め
て
い
た
が
、
二
月
二
三
日
に
左
の
書
翰
を
山
県
に
送
っ
た
。

　
　
拝
啓
仕
舞
。
昨
日
は
御
自
身
御
電
話
に
て
御
都
合
を
御
示
し
被
下
お
そ
れ
入
た
て
ま
つ
り
候
。
午
後
よ
り
夜
に
か
け
候
て
同
志
酵
母
り
相
談
い
た
し
、
拝

　
訪
の
人
々
撰
択
い
た
し
候
処
、
小
生
の
意
見
に
て

　
　
公
聴
説
し
又
は
翻
に
て
意
暑
耀
し
な
ど
と
か
暴
裏
向
に
せ
ん
と
す
・
人
整
鶉
灘
織
豊
嘗
て
歪
曲
縁
て
・
へ
陳
述
の
結

　
　
筆
写
皇
室
の
御
上
に
及
ぶ
べ
く
、
し
か
も
一
前
宮
内
省
某
取
調
掛
の
秘
情
に
蹴
る
べ
き
に
付
、
其
厚
情
を
知
ら
ぬ
人
々
た
と
ひ
同
志
な
り
と
て
之
を
も
ら

　
　
し
候
て
世
間
に
つ
た
は
り
候
て
ハ
、
ゆ
」
し
き
大
事
に
候
へ
は
、
右
の
墨
摺
を
知
ら
さ
る
人
に
て
、
し
か
も
多
舌
の
疑
あ
る
人
、
寸
分
た
り
と
も
一
己
の

　
　
野
心
あ
る
人
井
政
客
な
と
を
忌
避
い
た
し
候
為
、
人
を
得
る
こ
と
極
め
て
か
た
く
、
漸
く

　
　
　
　
文
科
大
学
教
授
　
帯
村
獲
三
郎
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賀
古
　
鶴
所

霜
二
人
を
同
伴
い
た
し
多
事
に
相
定
ま
り
濡
鼠
。
さ
て
再
訪
は
日
曜
と
申
上
等
処
、
日
曜
は
右
寄
人
中
に
さ
し
つ
か
へ
の
も
の
有
之
候
に
付

　
　
土
曜
日
（
即
二
十
五
日
）

と
い
た
し
、
午
前
十
時
贈
五
分
新
橋
発
之
汽
車
に
て
う
か
Σ
ひ
可
申
候
間
、
御
承
知
あ
ら
せ
ら
れ
た
く
候
。

　
過
日
來
数
夜
安
眠
不
仕
、
昨
夜
右
決
定
い
た
し
候
て
始
め
て
安
眠
仕
候
。
国
家
百
年
の
大
計
の
為
唯
一
奉
置
銭
は

　
閣
下
の
御
一
断
に
御
座
候
。
当
日
は
主
と
し
て
甫
村
よ
り
事
の
成
行
を
陳
述
せ
し
め
黒
革
に
御
座
候

　
二
月
目
三
日
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
生

椿
山
公
閣
下

　
右
の
井
上
・
市
村
・
賀
古
の
同
名
中
、
帯
村
の
み
B
本
に
南
朝
派
と
し
て
出
て
い
る
が
、
他
の
二
名
も
同
じ
考
え
で
あ
ろ
う
こ
と
は
聞
違
い

な
い
。
さ
き
の
加
藤
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
な
お
井
上
通
泰
の
書
翰
に
、
　
「
辻
三
に
遮
る
」
と
あ
る
の
は
、
宮
中
の
秘
密
の
事
情
で
あ

ろ
う
し
、
人
選
に
「
同
志
相
寄
り
相
談
し
」
た
と
あ
る
の
は
、
御
歌
所
歌
人
で
あ
ろ
う
か
。
全
文
を
示
し
た
の
は
、
向
上
な
ど
の
権
力
者
に
対

す
る
忠
勤
ぶ
り
と
、
そ
の
仰
々
し
い
ま
で
の
表
現
を
知
っ
て
頂
く
た
め
で
あ
る
。

　
3
　
問
責
案
と
政
党
・
貴
族
院

　
国
民
党
が
こ
の
問
題
を
提
げ
て
政
府
に
肉
薄
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
時
国
民
党
が
お
か
れ
た
地
位
（
野
党
、
政
友
会
は
桂
内
閣
と
情
意
投

合
）
か
ら
も
、
犬
養
の
思
想
か
ら
も
、
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
国
民
党
が
、
二
三
日
に
大
逆
事
件
と
併
せ
て
決
議
案
を
出
す
こ
と

と
な
る
と
、
政
友
会
内
に
も
若
干
の
同
調
者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
政
府
で
も
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
、
原
・
松
田
が
軽
便
鉄
道
補
助
に
つ
い
て

桂
と
会
見
し
た
さ
い
、
平
田
も
加
わ
っ
て
、
南
北
朝
問
題
の
対
策
を
協
議
し
た
。
原
の
意
見
は
、
学
者
が
ど
の
よ
う
な
説
を
唱
え
よ
う
と
差
支

え
な
く
↓
教
科
書
も
別
に
改
め
る
必
要
も
な
い
、
情
意
投
合
の
行
が
か
り
上
も
政
府
と
協
調
す
る
、
国
民
党
も
対
世
間
々
、
声
を
大
に
し
て
い

る
だ
け
だ
と
、
リ
ア
ル
な
判
断
を
し
め
し
て
い
る
コ
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政
友
会
内
部
の
国
民
党
に
同
謁
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
．
三
多
摩
壮
士
の
代
表
小
久
保
喜
七
の
回
想
（
「
木
堂
雑
誌
」
所
収
、
『
木
堂
伝
』
八
四

八
～
八
五
四
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
、
山
本
悌
二
郎
・
東
武
・
中
村
啓
二
郎
・
戸
水
寛
人
・
小
久
保
喜
七
な
ど
で
、
二
月
二
四
日
に
五
人
が
発
起
人

と
な
っ
て
紅
葉
館
で
有
志
代
議
士
会
を
開
き
、
桂
首
相
が
議
会
で
教
科
書
の
改
訂
を
誓
言
す
る
よ
う
決
議
し
た
乏
い
い
、
そ
の
と
き
の
小
久
保

の
挨
拶
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
脱
党
を
賭
し
て
幹
部
に
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
幹
部
も
そ
の
意
見
を
容
れ
、
桂
は
議
会
で
誓
言
し
た
と

述
べ
て
い
る
。

　
右
は
、
二
三
日
の
議
場
で
国
民
党
の
問
責
決
議
案
が
否
決
さ
れ
た
翌
日
の
こ
と
で
、
　
『
原
敬
日
記
』
に
は
、
二
二
日
に
元
田
が
例
に
よ
り
強

硬
論
を
唱
え
た
こ
と
を
記
し
、
小
久
保
ら
の
件
は
二
八
日
に
、
昨
夜
紅
葉
館
に
会
合
し
た
代
議
士
約
三
〇
名
の
代
表
四
、
五
七
が
会
い
に
き
て
、

善
後
策
と
文
相
の
責
任
に
つ
き
陳
情
し
た
と
あ
り
、
原
は
軽
挙
を
戒
し
め
、
自
分
に
陳
情
し
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど
め
た
。
原
に
よ
れ
ば
、
小

松
原
も
辞
職
を
申
出
る
よ
う
な
男
で
な
く
、
前
記
政
友
会
有
志
の
動
き
も
売
名
的
な
も
の
だ
と
書
き
と
め
て
い
る
。

　
右
の
件
に
つ
き
B
本
で
は
、
約
三
〇
名
を
二
八
名
と
し
て
名
前
を
書
き
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
決
議
文
（
教
科
書
改
訂
と
当
局
者
の
責
任
）
を
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
や

せ
、
全
国
八
地
区
に
各
一
名
の
実
行
委
員
を
き
め
て
運
動
を
一
任
し
た
と
い
う
。
実
行
委
員
は
四
国
の
高
山
長
幸
以
外
、
す
べ
て
右
工
八
名
中

の
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
ど
の
程
度
運
動
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
　
『
立
憲
政
友
会
史
』
も
、
こ
れ
ら
有
志
の
運
動
や
党
と
し
て
の
動
き

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
伝
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
田
健
治
郎
の
日
記
に
よ
っ
て
貴
族
院
の
動
向
を
み
る
と
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
二
月
一
五
日
の
記
事
は
、

　
　
二
時
赴
幸
倶
楽
器
与
幹
部
員
、
内
議
小
学
教
科
書
中
南
北
正
閏
論
掲
載
不
穏
之
件

と
あ
る
。
田
は
官
僚
出
身
の
貴
族
院
議
員
の
中
堅
で
、
協
同
会
に
属
し
、
幸
倶
楽
部
は
そ
の
会
合
所
で
あ
る
。
こ
の
日
記
（
フ
ィ
ル
ム
は
国
立
国

会
図
書
館
蔵
）
に
南
北
朝
問
題
が
出
て
く
る
の
は
、
こ
の
β
が
最
初
で
あ
る
。

　
次
は
二
月
二
二
日
で
あ
る
。

　
　
前
十
時
半
干
予
算
委
員
総
会
、
関
教
育
勅
語
貫
徹
教
科
書
中
業
北
朝
井
立
及
学
制
改
革
之
件
、
質
問
難
詰
盛
起
。
小
松
原
文
相
頗
窮
答
弁
。
蓋
南
北
朝
正
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南北朝正閏問題について（山本）

　
閏
論
、
以
事
関
国
体
、
頃
日
世
論
撤
電
極
沸
騰
、
是
其
除
波
也
。
事
体
不
整
、
恐
来
内
閣
一
部
暴
動
揺
。
午
後
三
時
終
了
。

　
　
集
干
幸
倶
楽
部
、
与
幹
部
員
、
協
議
教
育
方
針
刷
新
献
議
之
件

　
す
な
わ
ち
こ
の
日
は
貴
族
院
の
予
算
委
員
総
会
で
南
北
朝
問
題
と
、
そ
れ
に
関
す
る
学
制
改
革
に
つ
い
て
質
問
難
詰
が
さ
か
ん
に
お
こ
っ
た
。

小
松
原
文
柏
が
答
弁
に
窮
し
た
状
況
を
述
べ
、
こ
と
国
体
に
関
す
る
だ
け
に
、
ひ
い
て
は
内
閣
一
部
の
動
揺
を
来
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
貴
族
院
で
も
教
育
方
針
の
刷
新
に
つ
い
て
献
議
す
る
こ
と
と
な
る
。
翌
二
三
日
に
も
「
後
一
時
傍
聴
下
院
、
弾
劾
決
議
案
議
事

未
入
本
議
、
依
政
府
請
求
、
禁
傍
聴
、
乃
去
」
と
あ
っ
て
、
秘
密
会
に
入
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
二
月
す
え
の
動
き
は
左
の
と
お
り
。

　
　
〔
二
三
日
〕
内
議
国
民
教
育
徳
育
振
興
献
議
案
之
件

　
　
〔
二
八
日
〕
自
大
浦
農
相
受
上
院
議
員
関
国
民
道
徳
献
議
案
提
出
時
機
之
内
談
、

　
　
正
午
後
赴
幸
倶
楽
部
与
仲
男
談
献
議
提
出
延
期
之
件
。

　
も
っ
と
も
、
右
の
記
述
で
は
、
貴
族
院
全
般
の
動
き
は
明
瞭
で
な
い
。
水
戸
派
の
動
き
に
の
っ
て
徳
川
達
孝
・
高
木
兼
寛
が
質
問
し
た
の
は

三
月
七
日
で
あ
る
（
B
本
四
五
ペ
ー
ジ
）
。

　
貴
族
院
と
し
て
は
、
政
友
会
と
情
意
投
合
を
敢
て
し
た
桂
内
閣
に
は
襟
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
が
、
反
面
、
貴
族
院
の
実
力
者
は
情
意
投

合
が
一
時
の
権
道
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
敷
府
を
鞭
平
し
て
体
棚
強
化
に
一
役
か
っ
て
も
、
政
府
に
反
抗
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い

か
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
政
友
会
に
は
怨
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ろ
う
し
、
原
が
次
期
政
権
担
当
時
の
貴
族
院
の
出
方
を
予
測
し
た
の
は
（
三

月
六
日
）
鋭
い
政
治
感
覚
と
い
え
る
。

　
三
月
に
入
っ
て
か
ら
の
田
の
毯
記
の
記
事
は
左
の
と
お
り
。

　
　
〔
三
日
〕
四
時
習
習
都
員
拾
読
名
、
応
大
浦
農
相
之
招
、
鳶
尾
官
邸
、
平
田
後
藤
小
松
原
三
相
、
亦
来
会
、
聴
小
松
原
文
相
教
科
書
中
南
北
朝
正
閾
論
善
後

　
処
分
之
顛
宋
、
晩
餐
後
、
交
談
論
時
事
而
散
。
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〔
六
日
〕
又
幹
部
員
相
集
、
内
議
国
民
徳
義
献
義
案
之
件
、
修
正
内
決
之
。

　
　
池
田
謙
蔵
氏
来
部
、
説
教
科
書
事
件
善
後
処
分
。

　
　
〔
一
八
目
〕
前
十
時
、
列
干
上
院
本
会
議
、
議
決
臨
民
徳
育
献
議
案
及
電
気
事
業
法
案
外
数
件
…
…

　
ま
た
犬
養
が
本
問
題
に
つ
い
て
政
府
攻
撃
の
急
先
鋒
で
あ
り
、
世
論
喚
起
の
院
外
活
動
に
奔
走
し
た
こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
そ
の
原

因
の
真
相
は
と
も
か
く
、
本
問
題
に
つ
い
て
福
岡
県
選
出
代
議
士
松
村
雄
之
進
に
宛
て
た
三
月
三
日
付
の
書
翰
が
あ
る
（
鷲
尾
義
直
編
『
犬
養
木

堂
書
翰
集
』
一
〇
九
ペ
ー
ジ
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
　
「
文
部
省
ノ
無
識
見
可
驚
も
の
に
て
、
此
際
志
士
ノ
奮
起
ス
ル
ニ
非
レ
ハ
足
利
も
楠
も
同
視
ス

ル
事
ニ
ナ
ル
ノ
、
ミ
ナ
ラ
ズ
畏
多
ク
モ
三
種
神
器
ハ
翫
器
ト
同
一
視
セ
ラ
レ
」
、
即
位
式
も
神
聖
を
傷
う
か
ら
奮
起
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
貴
族
院
議
員
が
忠
義
顔
す
る
の
は
当
然
と
し
て
、
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
が
原
と
犬
養
の
態
度
で
あ
る
。
両
者
と
も
皇
室
尊
崇
老
で
あ
る

こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
犬
養
の
態
度
に
、
異
常
な
熱
っ
ぽ
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
果
し
て
、
原
が
批
評
す
る
よ
う
に
、
た
ん
に
対
世
間
質
の
み

で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
政
治
家
の
動
向
に
、
世
論
を
重
視
（
尊
重
と
同
一
と
は
限
ら
な
い
）
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
原
の
批
評
も
ま
た
政

治
中
心
に
す
ぎ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
三
毛
・
頭
山
ら
と
つ
ら
な
る
犬
養
に
、
研
究
は
研
究
で
、
現
実
政
治
と
は
別
だ
と
い
う
感
覚
は
少
な

い
。
と
く
に
そ
れ
が
、
こ
と
皇
室
に
関
す
る
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
、
犬
養
を
こ
の
頃
か
ら
す
で
に
政
治
家
中
の
民
本
主
義
者
の

代
表
と
み
る
見
解
に
反
対
す
る
。
こ
う
み
れ
ば
、
原
の
方
が
、
い
っ
そ
う
広
い
視
野
に
立
っ
て
物
を
み
て
い
る
。
と
く
に
教
科
書
改
定
の
必
要

も
な
い
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
点
は
い
っ
そ
う
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
党
首
と
最
高
幹
部
と
の
差
以
上
に
本
質
的
な
も
の
で
あ

る
。　
4
　
文
部
省
の
対
策

　
本
問
題
に
関
し
て
、
宮
内
省
は
、
事
は
文
部
省
の
問
題
で
あ
る
と
し
た
ら
し
く
（
B
襟
開
五
五
～
八
ぺ
；
ジ
）
（
文
部
省
が
そ
の
処
置
に
任
ず
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
文
相
は
、
二
月
二
七
日
に
教
科
書
の
使
用
を
禁
ず
る
と
と
も
に
、
喜
田
博
士
を
休
職
処
分
に
付
し
た
。
そ
の
二
日
前

に
、
文
相
が
桂
首
相
に
省
議
に
つ
い
て
連
絡
し
た
の
が
、
左
の
書
翰
で
あ
る
（
『
桂
文
書
』
）
。
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南北朝正閏問題について（山本）

　
　
拝
啓
、
陳
者
小
学
校
教
科
書
日
本
歴
史
教
師
用
之
半
煮
チ
南
北
朝
二
関
シ
「
容
易
二
其
間
二
正
閏
軽
重
ヲ
論
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
」
ト
記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ

　
之
ヲ
使
用
セ
シ
メ
サ
ル
コ
ト
、
即
チ
｛
廃
棄
致
候
事
二
省
議
ヲ
淡
一
定
全
開
、
明
日
執
一
行
之
手
続
二
仕
候
。
猶
児
童
用
教
科
書
中
、
尊
磯
力
「
錦
旗
ヲ
押
立
テ
」
ト

　
ァ
ル
ハ
、
賊
ノ
名
ヲ
避
ケ
ン
カ
為
ニ
ナ
シ
タ
ル
姦
猜
ヲ
証
ス
ル
ノ
語
ト
シ
テ
教
授
ス
ル
コ
ト
ニ
注
意
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ニ
仕
候
。
右
両
条
ハ
明
日
中
二
各
府
県

　
知
事
二
発
送
ノ
手
続
為
致
候
都
合
二
仕
置
候
問
、
御
承
知
被
下
帯
、
此
段
申
上
野
、
敬
具

　
　
二
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
太
郎

　
桂
首
相
殿

　
　
　
　
閣
下

　
　
猶
教
科
書
中
修
正
ス
ヘ
キ
廉
二
付
而
ハ
、
明
後
朝
閣
議
之
節
可
申
上
界
　
草
々
又
拝

　
ま
た
三
上
博
士
は
、
委
員
会
が
改
訂
に
決
定
（
三
上
も
賛
成
）
し
た
の
ち
、
委
員
を
辞
任
し
た
（
A
本
則
四
三
ペ
ー
ジ
）
。
な
お
、
編
纂
委
員
は
、

文
相
が
委
員
に
諮
ら
ず
、
独
断
で
教
科
書
の
使
用
禁
止
を
地
方
長
官
に
訓
令
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
激
昂
し
た
と
い
う
（
前
出
、
小
久
保
喜
七
談
、

『
犬
養
伝
』
八
五
〇
ペ
ー
ジ
、
文
相
の
右
決
定
の
経
過
お
よ
び
地
方
長
官
へ
の
訓
令
は
、
B
本
六
六
〇
～
一
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

匹
　
山
県
派
の
動
向
を
申
心
と
し
て

　
本
章
で
は
従
来
未
発
表
の
文
書
を
主
と
し
て
、
山
県
を
め
ぐ
る
動
き
を
軸
に
述
べ
る
。
史
料
の
未
発
表
分
は
、
山
県
家
・
桂
家
な
ど
の
も
の

で
、
単
に
『
山
県
文
書
∴
桂
文
書
』
等
と
略
記
す
る
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
。

　
1
　
山
県
と
寺
内

　
二
月
二
四
日
に
陸
相
寺
内
正
毅
は
山
県
に
書
翰
を
送
り
、
教
科
書
事
件
は
政
府
の
失
態
な
り
と
痛
論
し
た
（
『
山
県
伝
』
、
七
七
三
ペ
ー
ジ
）
。
こ

の
日
は
隅
民
党
が
大
逆
事
件
と
南
北
朝
問
題
で
決
議
案
を
提
出
し
た
が
、
多
数
で
否
決
さ
れ
た
。
寺
内
の
所
論
は
、
学
問
の
自
由
が
、
体
制
の

ワ
ク
内
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
軍
閥
流
の
意
見
を
端
的
に
披
騙
し
た
も
の
で
、
　
「
今
更
弁
疏
之
途
も
無
言
実
以
て
今
日
に
至
り
南

北
朝
を
顛
倒
致
し
順
逆
を
弁
へ
ず
し
て
論
ず
る
が
如
き
は
一
に
狂
気
じ
み
た
る
学
者
の
外
何
人
も
左
担
零
下
者
無
潔
斎
」
と
極
論
し
、
敢
て
か
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か
る
言
説
を
な
す
学
者
、
こ
と
に
博
士
の
称
号
を
有
す
る
者
を
出
し
た
の
は
文
部
の
不
健
全
を
表
明
す
る
も
の
、
学
制
改
革
は
国
家
百
年
の
大

計
だ
と
述
べ
た
。
寺
内
は
そ
の
前
日
桂
に
あ
て
、
「
教
科
書
失
態
一
条
ハ
確
ト
善
後
御
処
分
無
足
候
テ
ハ
不
相
済
儀
ト
砲
塁
候
。
何
レ
御
高
慮

も
可
有
之
ト
三
三
得
ト
モ
重
大
案
件
二
可
有
之
ト
存
候
」
と
強
硬
論
を
述
べ
て
い
る
（
『
桂
文
書
』
）
。

　
こ
の
寺
内
の
書
翰
に
対
し
、
同
日
の
二
月
二
四
日
に
山
県
が
出
し
た
返
信
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
『
寺
内
文
書
』
）
。

　
　
芳
翰
今
朝
接
手
敬
読
、
出
御
壮
剛
欣
賀
、
此
節
ハ
議
院
開
会
中
日
出
御
繁
劇
不
堪
遠
寺
候
、
扱
教
科
書
之
問
題
者
議
会
二
提
出
シ
、
政
事
問
題
と
相
成
甚

　
遺
憾
之
歪
に
候
。
此
重
要
問
題
二
対
シ
高
見
概
要
御
示
被
下
、
大
皐
雲
寛
之
感
ヲ
生
申
候
。
如
此
大
問
題
ヲ
新
聞
二
三
誌
二
論
評
相
試
ミ
、
殆
ト
不
知
所
底

　
止
之
情
勢
二
立
到
タ
レ
共
、
於
政
府
之
二
対
シ
、
教
科
書
愚
案
正
之
御
断
案
も
梢
緩
慢
之
御
処
置
二
傾
向
致
シ
タ
ル
ヤ
ニ
被
曝
、
実
二
臣
子
之
分
ト
シ
テ
大

　
義
名
分
上
日
夜
焦
田
心
黙
々
耐
忍
罷
山
仕
候
処
、
山
尚
口
兄
二
接
シ
鳳
梢
放
＾
慾
仕
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
）

　
　
全
体
文
部
省
中
之
腐
儒
者
（
歴
史
博
士
）
者
歴
史
ヲ
解
読
セ
ス
シ
テ
歴
史
二
解
読
セ
ラ
レ
タ
ル
一
種
ノ
謬
見
ヨ
リ
如
此
僻
説
ヲ
起
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
晃
テ
可
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
候
。
筍
モ
天
二
二
日
ナ
シ
地
二
二
王
ナ
シ
ト
ノ
常
経
ヲ
没
却
シ
、
将
来
我
帝
国
ヲ
シ
テ
暗
国
世
界
タ
ラ
シ
ム
ル
ハ
、
明
於
看
火
夷
存
候
。
如
此
論
議
ヲ
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
）

　
内
閣
諸
公
之
耳
目
二
極
シ
メ
ハ
、
必
ス
や
云
ン
、
山
県
直
近
奉
還
毫
シ
、
猶
玩
冥
不
霊
之
説
ヲ
吐
キ
、
老
壮
士
之
挙
動
ヲ
ナ
ス
ハ
言
語
同
断
、
遂
二
国
家
ヲ

　
謬
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
、
実
二
老
人
之
為
二
甚
可
惜
ト
ノ
老
婆
心
説
モ
多
々
可
起
ト
信
シ
候
。
乍
去
此
大
問
題
ヲ
腐
儒
老
ノ
為
二
葬
ラ
レ
サ
ル
様
、
一
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
両
断
之
御
所
分
根
願
度
、
為
皇
国
所
蒔
候
。
猶
細
縷
ハ
譲
風
光
、
時
下
御
自
重
上
峰
。
草
々
復
、

　
　
二
月
廿
五
日
正
午
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
稀
奄
々
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
朋
　
頓
首

　
寺
内
陸
相
閣
下

　
　
　
猶
先
日
ハ
御
繁
忙
を
も
不
顧
書
籍
華
甲
申
上
、
畢
速
御
決
行
被
下
、
為
軍
人
御
同
慶
二
存
候
。
本
文
之
事
ハ
猶
宮
内
省
中
も
調
査
致
し
居
候
二
付
、
獄

　
　
れ
宮
相
と
も
十
分
申
可
談
と
存
候
。
御
含
可
被
下
候
。
甚
乱
心
失
敬
御
推
読
高
著
。

　
右
は
『
山
県
文
書
』
中
の
山
県
草
稿
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
　
「
問
題
」
を
「
大
問
題
」
と
修
正
し
て
い
る
こ
と
と
、
追
書
が
加
わ
っ
て

い
る
こ
と
く
ら
い
が
違
う
。
右
に
よ
れ
ば
、
山
県
と
寺
内
は
意
見
が
一
致
し
、
山
県
が
政
府
の
対
策
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
こ
と
、
断
然
た
る
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南北朝正閾問題について（山本）

処
置
に
出
づ
べ
き
を
示
唆
し
た
こ
と
が
晦
ら
か
で
あ
る
。

　
二
宮
熊
次
郎
が
二
月
二
五
日
・
六
日
に
山
県
に
送
っ
た
書
翰
は
、
こ
の
演
題
に
か
ん
す
る
連
絡
関
係
で
あ
る
か
ら
（
『
山
県
文
書
』
V
、
要
旨
の

み
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
平
田
内
相
は
暇
な
く
、
首
相
は
安
広
艀
一
郎
を
派
遣
し
て
言
上
に
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
首
相
の
説
明
に
「
容
易

に
正
閏
を
論
ず
べ
か
ら
ず
」
で
は
国
民
を
惑
わ
す
の
で
、
内
閣
で
訂
正
す
る
。
多
分
今
日
決
定
す
る
、
小
松
原
文
相
の
責
任
は
二
、
三
日
前
貴

衆
両
院
で
政
府
が
適
当
の
措
置
を
と
る
と
答
弁
す
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。

　
右
が
二
五
日
の
も
の
で
、
翌
二
六
日
の
も
の
は
次
の
と
お
り
。
安
広
が
訪
問
し
て
言
上
し
た
と
思
っ
た
が
そ
の
事
な
く
、
不
審
に
つ
き
内
相

に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
安
広
は
行
け
ず
、
河
村
次
官
を
派
遣
し
、
巨
細
報
告
の
予
定
で
あ
る
。
明
日
閣
議
を
開
き
、
そ
の
上
内
網
も
書
面
で
詳

し
く
報
告
の
筈
で
あ
る
。
明
日
閣
議
で
閣
下
の
主
意
通
り
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
建
議
草
案
は
早
速
着
手
す
る
と
の
こ
と
で
、
内
相
の
言
の
と

お
り
な
ら
ば
、
こ
れ
な
く
と
も
立
派
に
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
2
　
山
県
　
と
　
桂

　
二
月
二
六
日
、
　
つ
ま
り
前
掲
の
文
相
の
書
翰
を
受
取
っ
て
翌
日
桂
は
、
　
山
県
に
書
翰
を
送
り
、
教
育
の
根
本
方
針
確
定
の
必
要
を
論
じ
た

（『

R
県
伝
』
七
七
三
ぺ
！
ジ
）
。
桂
は
は
じ
め
に
情
意
投
合
に
よ
っ
て
政
界
の
難
問
を
容
易
に
処
理
し
た
こ
と
を
誇
示
し
、
　
「
過
日
来
教
科
書
問

題
突
然
相
起
り
、
最
初
之
迄
は
文
部
当
局
と
議
員
間
位
之
問
答
に
留
り
居
」
る
く
ら
い
に
考
え
て
い
た
が
、
　
「
追
々
火
の
手
を
挙
げ
」
て
一
大

事
件
と
な
っ
た
と
告
白
し
て
い
る
か
ら
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
に
発
展
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
種
々
研
究
し
て
容
易
な

ら
ぬ
事
件
な
る
を
知
り
、
平
素
の
監
督
の
不
充
分
を
感
じ
た
が
、
内
閣
不
信
任
決
議
案
は
「
政
友
中
央
之
両
派
を
指
揮
し
」
　
（
こ
れ
が
桂
に
と
つ
・

て
の
清
意
投
合
の
最
大
の
成
果
の
㎜
つ
で
あ
る
が
）
、
　
み
ご
と
に
葬
っ
た
も
の
の
、
問
題
は
「
根
本
不
定
」
に
あ
る
の
で
、
根
本
の
定
議
一
決
す
べ

く
、
方
針
確
定
の
う
え
上
奏
す
る
決
心
を
し
、
山
県
に
河
村
書
記
翰
長
を
送
っ
て
説
明
さ
せ
る
と
述
べ
、
山
県
の
賛
成
を
予
想
す
る
と
付
加
へ
、

最
後
に
い
う
。
維
新
い
ら
い
王
事
に
従
歯
し
て
き
た
も
の
に
は
一
点
の
疑
念
も
起
ら
ぬ
事
態
が
問
題
化
す
る
と
は
、
人
心
の
変
移
は
恐
ろ
し
い

も
の
で
あ
る
、
と
。
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『
山
県
伝
』
は
、
右
の
桂
の
意
見
は
山
県
と
て
も
同
様
で
あ
り
、
山
県
は
徳
大
寺
実
則
侍
従
長
に
書
翰
を
送
っ
て
大
義
名
分
の
明
確
化
・
国

体
尊
厳
の
維
持
を
述
べ
、
や
が
て
天
皇
の
召
で
参
内
上
奏
し
、
勅
裁
に
よ
っ
て
南
朝
正
統
・
教
科
書
改
訂
が
決
定
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
同
書
、

七
七
四
～
五
ペ
ー
ジ
）
。

　
二
月
二
七
日
、
山
県
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
左
の
意
見
を
桂
に
申
送
っ
た
（
『
桂
文
書
』
）
。

　
拝
啓
　
今
朝
八
時
雲
箋
接
手
敬
薄
薄
。
弥
御
健
剛
御
　
　
対
議
会
論
議
中
之
御
指
揮
日
夜
御
多
忙
、
実
二
不
堪
遠
察
候
。
然
処
先
般
教
科
書
中
、
南
北
朝

並
立
之
大
事
件
を
議
院
二
提
出
シ
、
遂
二
政
事
問
題
と
相
成
、
遺
憾
心
事
二
候
。
勿
論
南
北
正
統
論
ハ
既
二
事
実
上
決
定
致
し
歳
事
ハ
何
人
も
所
不
疑
口
付
、

断
然
タ
ル
御
所
置
可
有
之
と
窃
二
致
想
察
、
大
義
名
分
上
臣
子
暴
風
ト
シ
テ
ハ
軽
々
論
議
ス
可
ラ
ス
ト
日
夜
黙
々
焦
慮
、
御
英
断
ヲ
相
待
居
候
処
、
如
此
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
誌
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
平
田
〕
　
　
　
　
　
〔
近
〕

要
之
難
問
題
ヲ
無
遠
慮
二
新
聞
二
雑
史
二
評
論
相
試
、
殆
と
不
知
所
底
止
準
正
勢
二
推
移
シ
、
如
何
二
も
耐
忍
難
響
応
付
、
某
を
以
内
相
相
閣
議
之
通
情
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

承
ラ
セ
候
処
、
未
回
答
無
之
中
、
寺
内
陸
絹
よ
り
一
書
到
達
致
耳
環
候
。
然
二
陸
相
之
論
ハ
正
確
明
瞭
稻
致
放
胆
候
へ
共
、
未
閣
議
決
定
之
真
幸
不
相
分
二

付
、
直
二
河
村
次
官
を
呼
寄
、
閣
情
を
も
伝
承
シ
、
且
老
生
之
意
見
ヲ
陛
下
傭
主
墨
シ
、
南
朝
之
為
以
一
死
答
君
恩
、
我
事
畢
夷
と
実
は
決
心
罷
在
候
次
第

二
候
。
然
田
老
荘
園
於
テ
重
要
問
題
解
決
ヲ
直
二
御
断
行
可
相
成
御
決
心
と
の
事
ヲ
齎
シ
来
り
、
窪
二
積
日
之
欝
情
ヲ
一
掃
シ
、
再
ヒ
天
日
之
明
ヲ
拝
ス
ル

ノ
感
ヲ
生
シ
、
雀
躍
二
不
堪
候
。
本
日
ハ
閣
議
二
て
御
決
定
五
趣
、
於
大
躰
異
論
無
題
と
存
候
得
と
も
、
事
情
纒
綿
ノ
結
果
多
少
之
紛
議
惹
起
令
聞
カ
ナ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
決
〕

ト
モ
、
将
来
我
帝
国
ヲ
シ
テ
暗
算
タ
ラ
シ
メ
ソ
ト
ス
ル
者
ハ
国
賊
ト
呼
候
外
無
之
と
御
断
定
当
然
国
事
と
信
候
。
為
其
草
々
復

　
二
月
骨
七
日
午
前
十
一
時
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
稀
庵
二
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
朋

桂
総
理
大
臣
閣
下

　
　
　
　
　
侍
史

注
、
封
筒
に
「
醐
宮
渡
辺
少
佐
二
流
ス
」
と
あ
る
。
な
お
右
の
〔
〕
内
は
、
山
県
の
草
案
（
『
山
県
文
書
』
に
あ
り
、
た
だ
し
書
体
は
山
県
で
な
く
、
最
後
の
「
と
申
送
た
り
」

　
が
山
県
の
字
）
の
も
の
。
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南北朝正閨間題について（山本）

　
右
に
よ
れ
ば
、
山
県
は
前
半
に
お
い
て
、
寺
内
に
述
べ
た
と
お
り
の
内
閣
の
処
置
緩
慢
（
な
い
し
は
自
分
へ
の
連
絡
の
不
十
分
）
に
対
す
る
焦
慮

を
そ
の
ま
ま
述
べ
、
後
半
で
政
府
が
適
切
な
処
置
を
と
っ
た
の
で
安
心
し
た
と
し
、
な
お
桂
に
善
後
処
置
に
つ
い
て
督
励
し
て
い
る
。
桂
が
い

よ
い
よ
一
本
立
ち
に
な
っ
て
元
老
を
厄
介
視
し
た
こ
と
は
、
右
と
同
様
、
次
に
示
す
井
上
に
あ
て
ら
れ
た
書
翰
で
も
明
ら
か
で
、
第
一
次
内
閣

の
よ
う
に
元
老
の
指
導
を
う
け
る
と
い
う
態
度
は
い
ち
じ
る
し
く
後
退
し
て
い
る
。

　
二
月
二
七
日
、
桂
が
井
上
馨
に
報
じ
た
と
こ
ろ
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
『
井
上
文
書
』
）
。

　
　
久
敷
不
得
盗
電
出
処
、
幕
電
清
福
被
為
渉
、
奉
大
賀
候
。
陳
者
帝
国
議
会
モ
先
般
政
友
会
ト
ノ
情
意
投
合
之
結
果
、
万
事
好
都
合
二
進
行
仕
居
候
処
、
其

　
反
動
ト
モ
可
追
記
、
国
民
派
之
方
よ
り
政
府
不
信
任
決
議
案
ヲ
提
出
仕
、
右
案
ハ
政
友
会
井
中
央
派
共
二
否
決
仕
候
温
帯
、
教
科
書
飯
蛸
多
ク
モ
皇
統
正
閏

　
論
ヲ
議
論
シ
、
其
結
果
我
々
脳
中
些
カ
タ
リ
ト
モ
不
審
ヲ
生
セ
サ
ル
南
北
丼
立
論
ヲ
論
議
ス
ル
ニ
至
リ
、
大
義
名
分
ヲ
誤
ル
一
大
事
件
二
付
、
此
際
二
野
而

　
断
然
タ
ル
出
置
二
藍
デ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
今
後
加
理
何
ナ
ル
｛
畢
二
立
至
り
候
モ
難
計
、
彼
是
ニ
テ
非
常
…
ノ
多
忙
ヲ
極
メ
居
、
乍
・
心
外
御
無
沙
汰
申
上
候
爵
姉
弟
二
右
四

　
之
申
候
。
明
目
ハ
参
内
、
君
二
関
ス
ル
事
件
親
シ
ク
　
奏
上
仕
、
大
義
名
分
之
大
根
本
御
確
定
ヲ
仰
キ
候
筈
二
而
、
午
前
之
内
向
寸
暇
無
韻
候
へ
共
、
午
後

　
二
時
比
ニ
ハ
議
会
之
用
事
切
リ
上
ケ
、
貴
邸
江
平
伺
ヒ
可
申
野
間
、
御
都
合
相
叶
候
ハ
、
御
斎
言
願
上
候
。
其
他
種
々
申
急
度
儀
モ
多
々
有
之
候
問
、
其
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
言
上
可
藩
候
。
種
々
雑
多
之
事
件
突
発
仕
、
寸
時
モ
由
断
不
出
来
、
御
推
察
可
被
下
候
。
先
ハ
要
事
ノ
ミ
。
余
焔
拝
仁
万
縷
ト
申
残
候
。
拝
具

　
　
二
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
郎

　
井
上
老
侯
閣
下

　
3
　
山
県
と
石
黒
、
桂
と
九
鬼

　
山
県
は
三
月
一
日
に
上
京
、
翌
二
日
に
参
内
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
。
二
日
は
枢
密
院
で
も
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
。
こ
の
の
ち
に
桂

が
天
皇
に
頼
り
、
聖
断
に
よ
っ
て
南
朝
正
統
が
決
定
さ
れ
る
（
枢
密
院
の
委
員
会
の
概
要
と
天
皇
の
決
定
は
、
『
原
敬
日
記
』
の
三
月
六
日
に
出
て
お
り
、

こ
の
数
日
前
に
聖
断
が
降
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
。
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右
に
か
ん
し
、
石
黒
と
九
鬼
の
山
県
・
桂
へ
の
忠
勤
ぶ
り
を
み
よ
う
。

三
月
四
日
石
黒
忠
懲
の
山
県
宛
書
翰
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
『
豊
本
文
書
』
）
。

　
先
日
来
南
北
朝
之
事
目
付
世
上
騒
然
、
潤
め
に
人
気
如
何
と
一
二
右
二
関
ス
ル
演
述
会
言
え
参
聴
候
二
、
中
々
熱
心
な
る
人
々
苦
熱
。
尤
其
間
弁
士
之
内

に
も
之
を
題
と
し
て
遂
二
他
事
三
言
及
走
者
も
有
之
候
得
共
、
概
し
て
聴
衆
ハ
壮
年
巳
上
ノ
益
田
多
く
、
少
年
書
生
之
聴
衆
少
き
や
二
被
存
、
内
々
其
事
情

相
探
り
候
而
、
基
は
寒
心
す
へ
き
点
に
し
て
少
年
輩
は
南
北
な
ど
い
ふ
事
に
は
深
く
感
を
不
持
や
二
被
存
候
。
此
両
三
年
来
少
壮
溶
接
心
持
と
思
想
を
一
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヵ
）

候
事
ハ
実
二
我
輩
老
者
之
と
て
も
付
度
す
べ
か
ら
ざ
る
程
度
二
達
し
右
翼
事
、
何
と
も
申
す
へ
き
様
無
蓋
、
実
二
浩
歎
す
へ
き
事
二
て
、
寒
心
二
不
堪
候
。

其
此
二
到
ら
し
め
候
原
因
二
付
て
は
聯
愚
考
も
有
之
候
ゆ
へ
、
御
帰
京
駕
御
参
堂
縷
述
可
仕
候
。
　
（
下
略
）

若
い
人
び
と
が
、
も
は
や
こ
の
問
題
に
大
し
た
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
し
め
し
て
、
時
勢
の
変
化
を
歎
い
て
い
る
。

三
月
四
日
九
鬼
隆
一
が
桂
に
禺
し
た
書
翰
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
『
桂
文
書
』
）
。

　
謹
テ
一
書
ヲ
裁
シ
閣
下
二
奉
呈
候
。
事
固
よ
り
国
家
重
大
ノ
枢
機
二
属
シ
、
容
易
二
言
議
ヲ
為
ス
ベ
キ
義
一
一
無
之
候
へ
共
、
我
帝
国
存
在
ノ
根
軸
ト
モ
称

ス
ベ
キ
大
義
名
分
道
義
忠
節
ヲ
発
揮
シ
培
養
ス
ル
烈
烈
関
係
ア
ル
史
実
上
ノ
大
問
題
二
対
シ
、
利
剣
乱
麻
ヲ
祓
ッ
ノ
一
大
英
断
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
菰
二
所

威
心
ヲ
披
仙
陳
シ
、
大
二
祝
音
心
ヲ
山
表
ス
ル
次
第
二
湘
側
庫
一
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
世
人
或
ハ
申
ス
ニ
ハ
、
閣
下
ハ
現
下
目
前
ノ
事
ヲ
料
理
安
排
セ
ラ
ル
ル
ニ
ハ
趣
メ
テ
巧
妙
ナ
ル
手
腕
ヲ
有
セ
ラ
ル
・
モ
、
国
家
百
年
の
大
計
ヲ
定
ム
ル
経

論
二
至
テ
ハ
不
長
所
ナ
リ
ト
。
即
チ
所
謂
政
治
家
ニ
シ
テ
経
世
家
ニ
ア
ラ
ズ
ト
評
ス
ル
者
有
之
定
処
、

　
近
来
小
生
ノ
眼
二
輪
ス
ル
所
ハ
往
々
世
評
ノ
外
二
出
デ
、
閣
下
ハ
又
経
世
家
ト
シ
テ
国
家
菖
年
ノ
大
計
ヲ
措
置
ス
ル
処
ノ
経
論
ヲ
備
ヘ
ラ
ル
・
ヲ
認
識
ス

　
ル
晶
至
リ
〃
疾
。
就
中
今
回
突
起
シ
タ
ル
至
大
ノ
問
題
二
関
シ
、
最
モ
切
実
二
之
ヲ
感
シ
候
。

　
敢
テ
戯
々
架
説
ス
ベ
キ
事
柄
ニ
ハ
無
之
候
得
共
、
此
至
大
問
題
ノ
未
決
二
関
ス
ル
影
響
ヲ
想
像
致
漸
時
ハ
、
実
二
我
帝
国
ノ
二
軸
タ
ル
忠
節
道
義
ノ
適
所

ヲ
失
フ
事
ト
相
成
リ
、
疑
謁
百
端
或
ハ
言
論
二
腕
力
二
、
矯
激
過
激
ノ
怒
濤
ヲ
捲
キ
起
シ
、
人
心
離
シ
、
危
ク
世
道
廃
頽
シ
テ
其
ノ
底
止
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
サ

ル
ニ
至
リ
、
実
二
曾
爾
人
心
ノ
澱
乱
二
継
ク
ニ
暴
乱
騒
擾
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
大
二
決
ス
ル
所
ア
ラ
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
御
覚
悟
ナ
ル
ヤ
ニ
相
見
へ
居

り
候
へ
共
、
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南北朝正関問題について（山本）

　
　
後
よ
り
顧
ミ
レ
ハ
、
此
ノ
至
大
ノ
問
題
ハ
彼
ノ
政
治
上
二
偉
大
ノ
権
勢
ヲ
振
ヒ
タ
ル
徳
川
三
百
年
積
威
ノ
下
車
ス
ラ
解
決
ヲ
告
ク
ル
能
ハ
ザ
リ
シ
至
難

　
　
至
顛
ノ
事
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ

閣
下
力
其
所
信
ヲ
貫
徹
セ
ラ
ル
・
二
就
テ
ハ
実
二
非
常
ノ
大
困
難
二
遭
遇
セ
ラ
レ
、
其
行
ハ
レ
難
キ
コ
ト
殆
ド
想
像
ノ
外
ニ
ア
ラ
ソ
ト
深
ク
憂
慮
仕
リ
、
果

シ
テ
斯
ク
ア
ラ
ソ
ニ
ハ
天
下
ノ
人
心
麻
ノ
如
ク
乱
レ
テ
、
之
レ
ヲ
載
ツ
コ
ト
亦
実
二
至
難
ニ
シ
テ
、
事
遂
二
収
拾
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ニ
至
ル
ベ
ク
、
杞
憂
極
端

学
漫
処
、
閣
下
が
国
家
ノ
為
二
深
ク
謀
慮
セ
ラ
レ
タ
ル
大
計
ハ
実
二
断
々
乎
ト
シ
テ
一
身
二
全
責
任
ヲ
負
ハ
レ
、
帝
国
ノ
世
道
人
心
ヲ
統
一
シ
保
全
ス
ル
ノ

要
道
ト
シ
テ
、
至
誠
以
テ
之
レ
ニ
当
ラ
レ
タ
ル
一
大
決
心
ノ
経
論
ハ
、
遂
二
允
文
允
武
ナ
ル
陛
下
ノ
聖
断
ヲ
賜
ハ
ル
ニ
至
リ
馬
事
、
洵
二
国
家
百
年
ノ
大
計

此
上
ナ
ク
、
千
古
万
古
億
万
世
三
旦
リ
テ
、
皇
統
連
綿
天
壌
ト
与
二
窮
リ
ナ
キ
帝
国
ノ
論
難
ト
ス
ベ
キ
大
義
名
分
道
義
節
義
ノ
基
礎
ヲ
確
定
セ
ラ
レ
タ
ル
次

第
二
有
之
、
是
レ
允
文
允
武
ナ
ル

　
陛
下
ノ
聖
断
二
由
レ
ル
票
固
ヨ
リ
言
ヲ
竣
工
ズ
ト
難
、
閣
下
が
実
二
熱
誠
無
妄
ナ
ル
経
論
ヲ
発
揮
セ
ラ
レ
タ
ル
至
忠
至
誠
也
、
之
レ
ニ
由
リ
テ
天
下
ノ
人

心
万
古
一
二
旦
リ
テ
乖
離
ス
ル
所
ナ
ク
、
大
義
名
分
凛
乎
ト
シ
テ
弥
が
上
一
＝
’
、
人
心
ヲ
統
一
シ
、
忠
節
ノ
奨
励
指
導
弥
が
上
ニ
モ
明
確
ト
ナ
リ
、
億
万
々
世
淘

二
国
家
ノ
礎
タ
ル
ベ
シ
ト
奉
呈
候
。
是
レ
独
り
閣
下
ノ
一
大
功
業
ト
シ
テ
、
其
宏
徳
ヲ
頒
シ
奉
ル
ノ
、
ミ
ニ
ア
ラ
ス
、
実
二
大
日
本
帝
国
ノ
野
点
祝
日
ザ
ル
可

ラ
ザ
ル
義
二
有
之
、
感
喜
ノ
余
り
輩
二
蕪
辞
ヲ
呈
シ
奉
り
候
　
敬
白

　
三
月
四
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
鬼
隆
一
再
拝

侯
桂
首
相
老
閣
下

　
二
白
　
此
松
上
鷹
之
幅
ハ
（
下
略
、
松
方
家
金
婚
式
に
贈
っ
た
も
の
と
類
似
の
一
幅
を
拝
呈
す
る
意
を
述
べ
る
）
。

最
大
限
の
賛
辞
と
い
お
う
か
。

五
　
善
　
後
　
処
　
置

B
本
に
よ
れ
ば
、
二
月
八
日
に
教
科
書
編
纂
会
議
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
国
定
教
科
書
調
査
委
員
会
起
草
委
員
に
起
草
せ
し
め
る
こ
と
と
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な
り
、
三
月
六
日
よ
り
着
手
、
三
月
十
日
に
歴
代
表
教
授
基
準
が
通
知
さ
れ
る
。

　
三
上
が
辞
任
し
た
の
は
こ
の
あ
た
り
で
、
以
後
起
草
委
員
は
三
宅
米
吉
博
士
、
重
田
定
一
学
士
と
な
り
、
ま
も
な
く
脱
稿
、
調
査
委
員
歴
史

部
会
が
開
会
さ
れ
た
。
以
後
二
二
、
一
一
九
、
六
月
中
、
五
、
九
、
　
一
二
日
に
開
催
さ
れ
、
大
い
に
紛
糾
、
よ
う
や
く
決
定
を
み
、
さ
ら
に
七
月

七
日
か
ら
総
会
議
に
付
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
紛
糾
し
、
　
一
四
、
　
一
七
、
　
一
九
、
二
一
日
と
か
か
っ
て
よ
う
や
く
終
結
し
た
（
六
六
一
～
九
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
右
の
内
容
の
詳
細
は
こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
を
略
す
る
が
、
文
型
が
数
次
に
わ
た
っ
て
首
相
に
報
告
し
た
書
翰
を
も
っ
て
、
そ
の
確
実
な
概
要

を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
（
『
桂
文
書
』
）
。

　
七
月
一
六
日
、
小
松
原
英
太
郎
文
相
は
桂
首
相
に
左
の
と
お
り
報
じ
た
（
『
桂
文
書
』
）
。
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拝
啓
　
陳
者
小
学
校
歴
史
教
科
書
委
員
会
之
義
、
今
日
ハ
是
非
片
付
サ
セ
候
積
に
て
、
昨
日
来
手
配
仕
、
重
立
委
員
等
へ
其
意
思
疏
通
仕
候
へ
共
、
午
後

二
時
半
り
開
会
相
成
候
処
、
反
対
側
之
議
論
中
々
盛
ニ
テ
、
井
上
通
泰
井
上
哲
次
郎
芳
賀
矢
一
荻
野
由
之
等
続
々
発
言
、
之
二
対
シ
穂
積
八
束
大
嶋
少
将
船

越
男
爵
等
意
見
ヲ
述
へ
、
五
時
比
二
歪
リ
、
将
二
討
論
終
結
採
決
二
懸
ラ
ソ
ト
ス
ル
ト
キ
、
加
藤
議
長
頭
脳
疲
労
二
付
閉
会
ヲ
宣
言
シ
、
明
後
濁
引
続
き
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
カ
　
）

回
田
事
二
相
成
候
由
、
今
臼
ハ
夜
馬
入
ル
ト
モ
是
非
決
定
二
至
リ
候
様
極
致
度
、
賛
成
側
其
者
其
会
マ
テ
出
席
仕
居
候
処
、
右
様
之
義
二
而
又
々
一
回
相
延

候
段
、
誠
二
遣
直
二
奉
存
候
へ
共
、
致
方
無
御
座
候
。
併
シ
明
後
日
避
難
ス
決
定
之
順
序
二
相
成
候
他
ハ
無
筆
、
何
卒
御
諒
恕
被
下
度
候
。
不
取
敢
此
段
及

報
上
候
草
々
頓
首

　
七
月
⊥
1
六
ロ
H
夜
勃
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
太
郎

桂
首
相
殿
閣
下

つ
ぎ
は
七
月
一
九
日
の
も
の
で
あ
る
。

　
拝
啓
　
炎
熱
産
直
御
座
候
処
、
益
御
清
穆
出
営
在
奉
賀
候
。
扱
教
科
書
審
査
委
員
総
会
之
処
、
本
日
午
後
二
時
ヨ
リ
開
会
仕
、
原
案
二
対
ス
ル
修
正
説
各

項
二
付
審
議
択
決
相
成
、
北
朝
天
皇
二
関
ス
ル
蔀
項
ハ
別
紙
朱
書
羽
裏
修
正
候
コ
ト
ニ
相
成
、
其
他
二
三
ノ
事
項
決
定
致
候
へ
共
、
午
後
六
時
頃
二
相
成
、



南北朝正閏間題について（由本）

尚
数
項
相
残
リ
候
二
選
、
更
二
明
後
躍
開
会
薬
事
二
相
野
壺
候
。
明
後
日
ハ
全
部
議
了
二
至
り
候
事
ト
奉
存
候
。
議
論
ハ
先
日
来
随
分
矢
力
間
道
有
之
候
へ

共
、
逐
項
択
決
之
結
果
ハ
原
案
之
文
章
ヲ
修
正
ス
ル
位
ニ
テ
、
甚
敷
幅
ハ
議
場
二
容
レ
ラ
レ
サ
ル
有
様
二
御
座
候
間
、
御
安
神
被
綿
度
、
尤
明
後
日
ハ
吉
野

ノ
朝
廷
ヲ
南
朝
北
朝
ト
改
メ
、
其
他
対
立
的
記
載
二
改
メ
ソ
ト
ス
ル
ノ
修
正
説
二
付
、
択
決
之
順
序
細
根
成
候
都
合
二
御
座
候
へ
共
、
今
日
議
場
ノ
情
勢
ハ

対
立
的
記
載
二
賛
成
ス
ル
モ
ノ
ハ
極
メ
テ
少
数
二
可
有
之
模
様
二
御
座
候
趣
二
承
知
仕
候
。
右
本
日
議
事
之
情
況
不
取
敢
御
報
申
上
度
、
如
此
御
座
候

　
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
太
郎

桂
総
理
大
臣
殿

　
　
　
　
　
閣
下

別
紙

　
一
、
こ
こ
に
於
て
天
皇
は
騰
れ
て
笠
置
由
に
幸
し
給
ひ
、
高
足
は
量
仁
親
王
を
擁
立
し
て
天
皇
胱
蟹
と
称
せ
り
。
や
が
て
賊
軍
攻
め
て
笠
置
山
を
陥
る
る
に

　
及
ひ
、
高
時
は
後
醍
醐
天
皇
を
隠
岐
に
遷
し
奉
り
、
御
謀
に
あ
っ
か
り
し
人
人
を
或
は
斬
り
或
は
流
し
た
り

　
一
、
行
在
を
発
し
給
ふ
。
す
な
わ
ち
先
つ
光
厳
天
皇
を
退
け
、
京
都
に
還
幸
し
給
ひ
し
上
、
御
身
親
ら
政
令
を
発
し
給
ふ

七
月
二
二
日
付
の
も
の
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
『
桂
文
書
』
）
。

　
拝
啓
　
陳
老
教
科
書
委
員
総
会
二
於
而
尋
常
小
学
校
児
童
用
歴
史
教
科
書
修
正
昨
日
議
了
仕
候
。
総
会
一
一
於
而
修
正
之
処
ハ
別
紙
之
通
二
有
之
候
。
不
取

敢
此
段
御
報
申
上
候
　
敬
具

　
七
月
二
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
太
郎

桂
総
理
大
臣
殿

　
　
　
　
　
　
閣
下

最
後
に
、
七
月
二
六
日
の
も
の
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
拝
啓
陳
者
教
科
書
委
員
会
之
議
決
野
付
而
ハ
過
日
不
覚
敢
御
報
告
申
上
置
候
処
、
尚
其
議
論
懸
章
項
丼
右
二
対
シ
内
容
野
付
ハ
評
議
相
願
度
要
件
ヲ
別

紙
二
記
載
仕
差
上
候
。
何
卒
御
一
覧
置
被
下
度
奉
願
候
。
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撮
所
謂
北
朝
ノ
天
皇
ハ
足
利
高
氏
ノ
擁
立
ス
ル
天
皇
ト
記
シ
候
コ
ト
放
、
大
義
名
分
円
相
立
候
様
二
可
被
存
候
へ
共
、
一
々
ノ
場
合
二
尊
氏
擁
立
云
々
繰

　
満
々
々
相
記
候
事
も
困
難
二
付
、
其
後
往
々
何
々
天
皇
ト
記
サ
・
ル
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
・
相
成
、
方
世
一
系
天
二
二
日
ナ
キ
大
義
ト
相
容
レ
サ
ル
事
ト
栢
成
様

　
被
存
候
聞
、
北
朝
ノ
方
ハ
大
日
本
史
等
ノ
例
二
従
ヒ
何
等
ト
記
シ
（
例
へ
順
光
厳
院
光
明
院
主
ノ
如
シ
）
、
正
統
ノ
天
皇
卜
区
別
ス
ル
繰
網
然
哉
ト
存
候
。
又

　
南
北
朝
ヲ
記
載
ス
ル
ニ
就
テ
ハ
、
坐
口
野
ヲ
南
…
朝
ト
云
ヒ
、
京
都
ノ
方
ハ
偽
朝
卜
記
シ
、
京
都
ノ
偽
一
朝
ヲ
北
朝
ト
云
フ
ト
記
ス
ノ
外
無
心
鰍
ト
存
候
。
然
…
ラ
サ

　
　
レ
ハ
同
時
二
二
朝
廷
ア
ル
カ
如
ク
相
見
候
。
大
義
名
分
聯
相
立
哉
ト
競
争
。
尤
別
紙
書
類
ハ
柴
田
書
記
宮
長
へ
も
相
廻
ハ
シ
、
次
ノ
内
閣
会
議
日
マ
テ
ニ
篤

　
　
ト
考
噛
九
を
致
嵩
置
様
依
緬
似
島
一
露
礁
。
＋
側
ラ
福
件
ハ
二
曲
科
O
蛍
睡
臥
剛
猛
准
尉
儲
剛
等
之
都
ム
ロ
モ
L
石
心
ツ
」
、
色
々
決
定
ヲ
麗
メ
ス
ル
義
二
御
胃
座
降
伏
。
胤
凹
京
縦
様
ノ
内
黒
棚
ム
写
議
門
ロ
ニ
働
柳
決

　
定
相
成
度
奉
願
候
。
甚
略
議
恐
入
候
得
共
、
以
書
中
右
申
上
度
如
此
御
座
候
　
草
々
敬
具

　
　
七
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
央
太
郎

　
桂
総
理
大
匿
殿
　
閣
下

　
以
上
で
も
っ
て
、
教
科
書
改
定
問
題
が
、
い
か
に
難
事
と
さ
れ
た
か
の
一
端
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学
問
思
想
の
自
由
が
、

か
な
り
市
民
権
を
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
結
果
生
ず
る
事
態
に
対
し
、
政
府
が
、
い
か
に
驚
嘆
し
て
捲
返
し
を
は
か
っ
た
か
（
そ
の
大
原

因
は
勿
論
大
逆
事
件
で
あ
る
が
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
本
原
因
は
、
自
由
競
争
を
理
念
と
す
る
資
本
主
義
の
発
展
に
支
え
ら
れ
て
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
化
が
す
す
ん
だ
結
果
と
は
い
う
も
の
の
、
さ
ら
に
直
接
に
は
、
日
露
戦
争
後
の
財
政
難
↓
社
会
不
安
に
対
し
、
従
来
の
藩
閥
・
軍
閥

者
流
の
帝
国
主
義
政
策
の
可
否
を
根
本
的
に
問
い
直
そ
う
と
す
る
、
時
代
の
転
換
の
様
相
を
も
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
、

反
動
派
必
死
の
抵
抗
は
、
天
皇
の
神
聖
を
表
面
に
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
日
比
谷
焼
打
ち
事
件
を
民
本
主
義
の
最
初
の
波
頭

と
す
る
な
ら
ば
、
第
二
の
波
頭
大
正
政
変
は
、
右
に
述
べ
た
ご
と
き
情
勢
を
基
底
と
し
て
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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六
三
つ
の
評
価

こ
の
問
題
に
関
す
る
戦
前
の
評
価
は
、
今
日
と
り
あ
げ
る
に
は
お
よ
ば
な
い
。
戦
後
の
代
表
的
な
評
価
を
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。

信
夫
清
三
郎
馬
は
、
大
逆
事
件
は
外
部
か
ら
、
こ
の
問
題
は
内
部
か
ら
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
、
絶
対
主
義
の
危
機
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
『
大
正



南北朝正閣問題について（山木）

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
』
1
、
一
四
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

　
つ
ぎ
に
石
田
雄
氏
は
、
民
問
の
動
き
が
、
政
界
に
お
け
る
政
府
攻
撃
の
動
き
と
結
び
つ
い
た
こ
と
、
．
一
見
政
府
攻
撃
の
形
式
を
と
り
な
が
ら

体
制
の
強
化
に
役
立
っ
た
こ
と
（
日
露
戦
争
に
お
け
る
対
外
硬
論
と
同
じ
）
、
　
国
体
に
関
す
る
問
題
だ
け
に
心
情
的
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
学
問
の

自
由
へ
の
圧
迫
は
、
権
力
の
暴
力
的
統
鋼
以
上
の
効
果
を
収
め
た
こ
と
、
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
自
由
討
究
の
精
神
が
さ
か
ん
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、

逆
に
権
力
の
基
礎
は
強
化
さ
れ
、
思
想
統
制
の
自
由
は
厳
し
く
な
り
、
体
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
安
定
を
も
た
ら
し
た
こ
と
、
問
題
に
内
在
す

る
矛
盾
は
い
ぜ
ん
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
の
諸
点
を
あ
げ
ら
れ
る
（
『
明
治
政
治
思
想
史
研
究
』
二
七
八
～
九
ペ
ー
ジ
）
。

　
右
の
二
つ
の
評
価
は
、
発
想
は
共
通
で
あ
る
が
、
前
者
は
絶
対
主
義
の
危
機
で
お
さ
え
、
後
老
は
、
体
制
側
か
ら
い
え
ば
禍
を
転
じ
て
福
と

な
し
た
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
い
る
。

　
右
と
ち
が
っ
た
発
想
に
立
つ
の
が
『
明
治
文
化
史
⑥
　
教
育
道
徳
編
』
（
編
纂
委
員
は
村
上
俊
亮
・
坂
田
吉
雄
）
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
文
部
省

が
国
史
教
育
に
関
し
て
定
説
を
立
て
て
も
、
そ
れ
は
国
史
研
究
の
自
由
を
束
縛
し
た
の
で
は
な
い
（
例
と
し
て
田
中
義
成
博
士
の
東
大
の
講
義
を
あ

げ
る
）
、
ま
た
南
北
朝
問
題
の
論
争
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
の
皇
窒
尊
敬
の
念
は
そ
れ
を
超
越
し
、
国
民
の
一
人
一
人
が
皇
室
中
心
主

義
老
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
枢
は
天
皇
が
元
首
で
あ
る
と
と
も
に
道
徳
の
根
源
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
天
皇
は
絶
対
鯨
厳
で
あ
る
が
尊
制
君
主

で
は
な
か
っ
た
、
な
ど
の
諸
点
を
あ
げ
て
い
る
（
六
四
八
～
九
ペ
ー
ジ
）
。
最
後
に
、
明
治
道
徳
家
の
帰
結
は
明
治
天
皇
が
全
国
民
の
崇
敬
の
的
で

あ
っ
た
こ
と
だ
と
結
ん
で
い
る
（
六
五
二
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
信
夫
氏
は
「
オ
ー
ル
ド
日
本
の
危
機
」
を
強
調
さ
れ
る
の
で
、
本
問
題
が
、
そ
の
深
化
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
石
田
氏
の
論
は
、
問
題
の
所
在
を
鋭
《
え
ぐ
っ
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
村
上
・
坂
田
両
氏
の
も
の
は
、
今
日
も
う
一
度
顧
る
べ
き
視
点
を

含
ん
で
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
首
肯
し
う
る
論
で
は
な
い
。
ま
ず
第
，
一
に
田
中
義
成
の
東
大
講
義
を
も
っ
て
国
史
研
究
の
自
由
は
束
縛
さ
れ

な
い
、
と
の
み
い
え
よ
う
か
。
そ
れ
は
特
異
の
例
、
な
い
し
は
、
正
閏
論
で
か
な
り
な
駁
論
が
自
由
に
討
議
さ
れ
、
そ
の
薗
由
さ
が
、
こ
と
天
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も
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
カ

皇
に
関
す
る
と
い
う
こ
と
で
お
し
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
政
治
と
学
問
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
前
者
が
後
者
を
お
し
切
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ぬ

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
高
度
に
学
問
研
究
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
装
い
だ
け
で
、
ひ
ろ
く
国
民
一
般
の
明
治
天
皇
尊
崇
の
念
と
の
か
か
わ
り

あ
い
は
、
い
ち
お
う
断
ち
き
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
問
題
の
提
出
の
仕
方
は
、
ひ
ろ
く
思
想
の
自
由
い
か
ん
に
言
及
し
な
け
れ
ば

片
手
落
ち
で
、
あ
た
か
も
政
府
が
一
般
に
寛
容
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
き
感
じ
を
与
え
る
。
徳
富
賞
誉
の
「
謀
叛
論
」
が
、
い
か
に
勇
気
が
必
要

と
し
た
特
異
の
講
演
で
あ
っ
た
こ
と
か
。

　
も
う
一
つ
つ
っ
こ
ん
で
い
え
ば
、
た
し
か
に
天
皇
の
列
車
の
運
転
を
誤
っ
た
と
い
う
の
で
、
運
転
手
が
自
殺
し
た
の
が
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
と
き
山
川
健
二
郎
ほ
ど
の
入
物
ま
で
が
、
何
も
死
ぬ
に
は
及
ば
ぬ
で
は
な
い
か
と
い
う
、
か
な
り
自
由
な
意
見
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
玄
洋
社
あ
た
り
が
山
川
を
国
賊
よ
ば
わ
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
学
問
・
思
想
の
自
由
が
市
民
権
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
に

対
す
る
反
動
団
体
の
捲
返
し
は
強
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
体
制
を
強
化
す
る
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
、
政
府
が
よ
っ
て
も
っ

て
立
つ
基
盤
は
、
漠
然
た
る
民
衆
の
忠
誠
心
の
み
で
な
く
、
も
っ
と
行
動
的
な
団
体
の
力
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
歩
進
ん
で
い
え
ば
、
明
治
天
皇
尊
崇
こ
そ
明
治
道
徳
史
の
帰
結
と
い
う
に
い
た
っ
て
は
、
大
正
道
徳
史
の
帰
結
は
ど
う
な
の
か
。
天

皇
が
代
わ
れ
ば
、
ガ
ラ
リ
と
代
わ
る
（
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
は
そ
の
こ
と
を
示
す
）
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
明
治
の
道
徳
史

が
総
括
さ
れ
る
の
は
、
奇
妙
な
意
見
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
つ
ま
り
、
明
治
天
皇
の
よ
う
な
「
英
主
」
が
次
に
立
て
ば
、
大
正
道
徳
史
も
ま
た
、

変
り
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
社
会
・
経
済
機
構
が
変
る
か
ら
問
題
は
別
だ
と
言
わ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
こ
に
こ
そ
問
題
の
立
て
方
に

疑
問
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
日
、
か
か
る
議
論
を
し
て
も
、
あ
ま
り
生
産
的
で
な
い
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
い
つ
飛
出
す
か
わ
か
ら
な
い
。
い
や
、

す
で
に
あ
ち
こ
ち
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
だ
け
に
危
険
な
の
で
あ
る
が
、
い
ち
お
う
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
先
を
い
そ
ご
う
。

　
わ
た
し
は
こ
の
時
期
は
、
す
で
に
他
の
論
著
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
体
制
の
分
裂
が
進
行
し
た
時
期
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
に
立
っ

て
、
正
閏
問
題
を
み
よ
う
。
第
一
に
、
こ
の
問
題
が
体
制
側
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
触
れ
た
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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そ
こ
え
、
財
政
難
↓
社
会
不
安
が
あ
り
、
さ
ら
に
大
逆
事
件
直
後
と
い
う
事
情
が
重
な
っ
て
、
藩
閥
官
僚
内
閣
は
き
わ
め
て
神
経
質
に
な
っ
た
。

信
夫
氏
は
大
逆
事
件
と
合
わ
せ
て
体
制
内
・
外
の
大
事
件
と
さ
れ
る
が
、
客
観
的
に
見
て
、
到
底
比
較
に
な
ら
ぬ
小
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
と
し
て
は
、
天
皇
に
関
す
る
だ
け
に
、
大
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
体
制
内
の
危
機
は
他
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
表
面
に
は
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
（
後
述
）
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
が
大
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
正
閏
論
が
華
や
か
に
論
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で

　
④
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
『
原
敬
日
記
』
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
桂
が
、
今
日
は
時
勢
も
変
っ
て
き
た
と
述
べ
た
と
き
、
そ
の
大
き
な
要
素
が
、
ほ

か
な
ら
ぬ
世
論
の
興
起
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
問
題
を
契
機
に
噴
出
し
た
か
ら
こ
そ
、
政
府
は
迅
速
に
こ
と
を
処
理
す
る
必
要
に
せ
ま
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
皇
室
に
関
す
る
重
大
問
題
だ
け
に
、
問
題
の
処
理
に
は
同
一
の
構
想
で
あ
っ
た
も
の
の
、
山
県
と
桂
と
の
間
の
ミ
ゾ

が
、
こ
こ
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
山
県
が
政
府
の
処
置
の
緩
慢
を
詰
り
、
寺
内
の
意
見
に
山
県
が
「
大
患
の
雲
覚
」
と
賛
同
の
意
を
表
し
た

の
は
、
山
県
一
事
の
系
譜
が
、
桂
の
独
自
性
の
樹
立
と
と
も
に
、
山
県
－
寺
内
の
線
に
移
行
す
る
端
緒
を
し
め
し
、
こ
の
と
き
の
桂
内
閣
崩
壊

時
と
、
大
正
政
変
の
さ
い
に
、
こ
の
こ
と
は
一
層
は
っ
き
り
す
る
。

　
第
二
に
、
世
論
の
興
起
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
み
ら
れ
た
、
研
究
の
自
由
と
い
う
問
題
に
対
す
る
体
制
側
の
危
機
感
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
逆

事
件
匙
重
な
っ
て
、
い
っ
そ
う
拡
大
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
勢
は
上
か
ら
弾
圧
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
進
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
、

学
者
間
の
論
争
を
教
科
書
改
定
と
い
う
、
よ
り
小
さ
な
ワ
ク
内
に
も
ち
こ
み
（
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
こ
そ
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
小
さ
な
抵
抗
の
み
で

達
成
で
き
る
か
ら
）
、
南
朝
正
統
論
者
が
多
い
こ
と
を
利
用
し
、
他
方
〃
小
学
教
育
”
を
理
由
と
し
て
容
易
に
お
し
き
れ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
も
、

そ
の
結
果
は
国
民
の
忠
誠
心
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
も
疑
い
な
か
っ
た
し
、
体
制
の
最
上
層
の
恥
部
を
、
あ
ま
り
さ
ら
け
だ
さ
ず
に
す
ん
だ
か
ら

で
あ
る
し
、
い
っ
そ
う
忠
誠
心
を
増
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
石
田
民
の
適
切
な
指
摘
で
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
世
論
の
興
起
は
、
体
制
側
に
と
っ
て
は
、
警
戒
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
、
恐
る
べ
き
要
素
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
が
、

政
府
を
直
接
攻
撃
す
る
よ
り
は
、
北
朝
鈍
な
い
し
両
派
を
攻
撃
し
た
だ
け
に
、
政
府
と
し
て
も
処
理
し
や
す
い
問
題
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
辛

亥
革
命
を
経
て
、
大
正
政
変
に
い
た
っ
て
、
藩
閥
鉛
管
は
、
世
論
の
恐
ろ
し
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
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第
三
に
、
右
と
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
世
論
に
も
っ
と
も
敏
感
で
あ
る
べ
き
は
ず
の
、
か
つ
体
制
わ
り
こ
み
を
策
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ
　
　
も

政
党
の
態
度
で
あ
る
。
政
友
会
の
態
度
は
、
原
敬
に
代
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
原
の
現
実
政
策
が
、
い
び
つ
な
形
で
貫
徹
し
て
い

る
。
原
敬
の
一
貫
し
た
態
度
は
党
勢
拡
張
の
た
め
に
藩
閥
官
僚
派
と
妥
協
す
る
の
と
、
与
論
を
背
景
に
す
る
の
と
、
い
ず
れ
が
効
果
的
か
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
爲
露
戦
争
末
期
に
、
与
論
を
オ
ド
シ
に
つ
か
っ
て
藩
閥
官
僚
と
妥
協
し
、
政
権
を
に
ぎ
る
に
い
た
ら
し
め
た
経
験
は
、
こ

こ
で
も
持
続
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
こ
の
段
階
で
も
「
み
ご
と
に
」
貫
徹
し
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
桂
の
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

ナ
亡
か
か
っ
た
「
情
意
投
合
」
に
よ
っ
て
、
党
と
し
て
の
行
動
の
自
由
が
、
す
で
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
二
年
前
に
外
遊

か
ら
帰
っ
た
原
は
、
次
期
政
権
を
約
束
さ
せ
て
い
た
か
ら
、
　
「
情
意
投
合
」
な
く
と
も
、
大
し
て
そ
の
動
向
は
変
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

允
だ
〃
ペ
テ
ン
師
”
桂
に
し
て
や
ら
れ
な
い
注
意
だ
け
は
必
要
で
あ
っ
た
。
桂
を
上
廻
る
政
治
力
を
も
つ
原
が
、
政
府
と
異
な
っ
た
見
解
を
も

ち
つ
つ
、
そ
れ
を
表
面
に
出
さ
ず
、
　
「
情
意
投
合
」
で
熟
柿
的
に
次
期
政
権
を
待
っ
た
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、
「
い
び
つ
」

な
形
で
あ
り
、
そ
の
華
々
し
い
政
治
手
腕
は
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
　
「
情
意
投
合
」
の
正
体
が
判
明
し
た
と
き
（
こ
の
内
閣
の
末
期
）
、

原
の
独
自
で
疾
風
迅
雷
的
な
行
動
が
開
始
さ
れ
、
体
制
分
裂
は
い
っ
そ
う
す
す
め
ら
れ
る
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
桂
園
時
代
の
実
質
は
、
第
二
次

西
園
寺
内
閣
の
成
立
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
見
る
。
政
友
会
に
即
し
て
い
え
ば
、
南
北
朝
間
題
で
は
情
意
投
合
の
た
め
に
そ
の
政
党
活
動
を
控

制
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
主
流
派
に
あ
き
た
ら
ぬ
、
思
想
的
に
は
一
時
代
古
い
名
士
が
国
民
党
と
行
動
を
と
も
に
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
国

民
党
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
の
で
略
す
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
南
北
朝
問
題
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
多
愛
も
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
明
治
の
思
想
史
上
は
、
興
味
あ
る
問
題
を
操
供
し
て
い
る
。
し
か
し
、

従
来
は
既
刊
の
論
争
史
料
を
中
心
に
多
く
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
主
と
し
て
政
治
上
の
動
向
を
、
新
史
料
を
加
え
て
紹
介
し
、
併
せ
て
こ
の

絶
景
を
体
制
動
揺
期
と
い
う
立
場
に
お
い
て
み
て
、
私
見
を
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
論
争
を
と
り
あ
げ
て
分
析
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
行
な
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わ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
真
釧
に
大
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
明
治
初
年
に
急
速
に
創
設
さ
れ
、
強
固
な
も
の
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

た
天
皇
制
が
、
明
治
末
年
に
は
、
す
で
に
堕
性
と
な
っ
て
お
り
、
新
ら
し
い
情
勢
を
よ
り
反
動
的
に
、
か
つ
巧
妙
に
湿
掻
し
、
一
時
的
に
体
制

を
よ
り
強
固
に
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
新
し
い
情
勢
に
応
ず
る
新
し
い
体
制
は
、
原
敬
内
閣
に
い
た
っ
て
完
成
す
る
。
そ
こ
に
、

原
敬
の
古
さ
が
論
ぜ
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
し
、
同
時
に
、
時
勢
の
進
歩
は
、
原
の
新
た
な
体
綱
す
ら
も
、
時
代
お
く
れ
の
も
の
と
し
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
い
つ
も
な
が
ら
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
の
方
々
の
御
親
切
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
論
争
の
二
著
を
借
覧

さ
せ
て
頂
い
た
近
畿
大
教
授
末
中
哲
夫
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
（
一
九
七
二
年
七
月
一
四
日
稿
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ミ
　
　
あ

①
『
明
治
文
化
史
隔
で
は
、
教
科
書
中
の
「
南
北
朝
の
事
は
正
閏
軽
重
を
論
ず
べ

　
き
に
あ
ら
ず
」
　
「
両
皇
統
の
御
嵩
ひ
と
な
り
」
が
問
題
化
し
た
と
あ
る
が
、
前
者

　
は
教
師
用
＝
八
ペ
ー
ジ
、
後
者
は
教
科
書
「
第
二
十
三
南
北
朝
」
の
記
述
で
あ

　
る
（
B
本
、
一
四
・
二
七
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）
。
ま
た
こ
れ
か
ら
派
生
し
て
、
教
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
ヘ
　
　
ミ

　
書
の
、
尊
氏
が
九
州
か
ら
「
錦
旗
を
押
立
て
て
東
上
」
し
た
と
い
う
句
が
、
数
行

　
前
の
、
賊
名
を
さ
け
る
た
め
院
宜
を
も
ら
っ
た
と
い
う
記
述
を
無
視
し
て
非
難
さ

　
れ
た
（
同
前
一
四
ペ
ー
ジ
）
。

②
些
細
な
問
題
で
あ
る
が
、
三
宅
は
一
九
日
小
学
校
長
峰
問
、
謡
講
淳
一
郎
著

　
『
大
日
本
憲
政
史
』
　
は
～
月
の
交
峰
㎜
剛
信
吉
な
る
も
の
　
（
第
六
巻
、
　
六
四
二
ペ

ー
ジ
）
、
幽
霊
太
郎
誓
で
は
　
且
春
橘
信
吉
淋
梛
灘
な
る
も
の

　
（
『
犬
獲
木
言
伝
』
上
巻
は
こ
れ
を
引
用
ゾ
と
あ
り
、
B
本
に
は
峰
間
信
吉
を
校
長

　
と
し
、
そ
の
説
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
『
下
岡
伝
』
の
藤
沢
南
岳
が
発
見
し
た
と

　
あ
る
の
も
傍
証
が
な
い
。

③
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
お
く
。
部
会
の
出
麿
者
は
時
に
よ
り
出
入
り
が
あ
る
が
、

　
穂
積
八
束
・
三
宅
米
吉
・
清
水
共
・
荻
野
由
之
・
井
上
通
泰
・
市
村
鐵
次
郎
・
芳

　
賀
矢
一
・
重
田
定
一
ら
の
ほ
か
、
大
島
陸
軍
少
将
・
小
笠
原
海
軍
大
佐
の
名
も
み

　
え
る
。
六
月
五
日
ま
で
の
状
況
は
、
穂
積
は
全
然
南
朝
系
の
天
皇
を
認
め
ず
、
歴

　
史
に
記
載
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
極
端
論
で
、
こ
れ
に
は
多
く
の
異
論
が
出
た
（
「
読

　
売
」
）
。

　
　
六
月
九
・
一
二
日
で
「
南
北
朝
」
を
「
吉
野
の
朝
廷
」
と
改
め
た
が
、
こ
こ
に

　
い
た
る
ま
で
大
議
諭
が
行
な
わ
れ
、
市
村
・
萩
野
は
史
実
は
史
実
と
し
て
記
載
せ

　
よ
と
い
う
立
場
か
ら
「
南
北
朝
」
を
適
当
と
し
、
穂
積
・
三
宅
の
説
に
反
論
し
た

　
が
、
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
総
会
も
前
記
の
人
々
が
中
心
で
秘
密
会
、
七
月
七
日
は
小
牧
・
田
中
（
義
成
）
・

　
萩
野
が
反
対
、
加
藤
（
弘
之
）
議
長
は
議
長
席
を
譲
っ
て
原
案
批
判
、
前
記
三
人

　
と
と
も
に
穂
積
を
攻
撃
し
、
一
四
ヨ
に
は
穂
積
が
北
朝
を
匝
下
と
せ
よ
と
い
い
、

　
加
藤
に
つ
い
で
市
村
・
田
中
も
穂
積
に
反
対
し
た
（
本
文
に
示
し
た
文
縮
の
一
六

　
目
付
書
翰
で
は
原
案
賛
成
が
穂
積
・
大
島
・
船
越
（
衛
）
男
爵
、
反
対
が
井
上
通

　
泰
・
井
上
哲
次
郎
・
芳
賀
矢
一
・
萩
野
由
之
と
な
っ
て
い
る
）
。

　
　
一
九
日
は
本
文
の
文
相
書
翰
が
詳
し
い
。
二
一
日
中
多
数
決
で
「
南
北
朝
」
が

　
葬
ら
れ
た
。

④
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」
第
三
巻
第
七
暑
（
明
治
四
四
年
三
月
十
五
目
号
」
に
」
南
北
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南ノ方

張
出
大
関
犬
養
　
　
毅

　　　　　前小関大横
〃　〃　〃　〃　ク

　　　　　翠玉脇関綱

小佐福黒笹黒穂三姉井
久々本岩川図葉宅誇上
保木　　　　　雄　哲
喜安　周種勝八二正次
七五誠穴郎美東郎治郎
　郎

菊
池
謙
次
郎

伊猪高田小斎石佐蔵
藤狩橋中滝藤河藤原

銀史義舎　隆幹正惟
月山七洋淳三明嗣廓

蒙
御
免
　
　
行
司

神
皇
正
統
記

梅
　
松
論

呼
出

東
京
各
新
開
社

北ノ方

張
出
大
関
　
小
松
原
英
太
郎

前小関大横
1一　ll　1一　1！　1！

　　　　　頭結脇関綱

元下岡菊田浮三久吉喜
田岡田池中田上米田田

　忠良大光和参邦東貞
肇治平麓顕罠次武伍吉

前
頭〃〃〃〃〃〃〃〃〃

山
路
　
愛
山

荒
川
　
五
郎

辻
善
之
助

徳
冨
芦
花

田
中
　
義
成

中
村
勝
麿

村
上
直
二
郎

渡
辺
薫
之
助

和
田
　
英
松

三
島
霜
川

年寄

村児藤豊丘名玉新楠
上島原池助和畠田

義高藤武重長親義正
光徳房時範年房貞成

元進勧

文
部
省

帝
国
議
会

年寄

足
利
　
尊
氏

宇
都
宮
公
綱

赤
松
満
祐

佐
々
木
清
高

二
階
堂
道
温

大
内
義
弘

二
条
　
良
基

高
　
　
師
薩

塊
谷
高
貞

朝
正
閏
論
者
番
付
」
が
の
っ
て
い
る
。
前
頭
五
枚
目
ま
で
写
真
入
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
略
し
て
整
理
す
る
と
、
上
の
よ
う
で
あ
る
。
若
干
逸
し
た
人
物
も
あ
り
、

意
外
な
顔
ぶ
れ
（
田
中
光
顕
、
下
岡
忠
治
な
ど
）
も
あ
る
。

　
な
お
注
に
い
わ
く
。
　
「
南
北
朝
問
題
は
、
彼
の
無
政
府
主
義
者
事
件
に
優
る
【

大
問
題
で
、
学
者
も
鷹
史
家
も
政
治
家
も
、
各
々
其
意
見
を
吐
露
し
て
議
論
を
た

た
か
は
せ
、
天
下
の
人
心
騒
然
と
し
て
何
時
は
つ
る
べ
し
と
も
見
え
な
か
っ
た
が
、

文
部
省
編
纂
員
の
喜
田
貞
吉
氏
の
休
職
沙
汰
並
に
国
定
教
科
書
改
訂
の
議
に
依
り

て
一
と
先
づ
問
題
は
終
結
し
た
が
、
今
南
朝
を
正
統
と
出
張
し
た
人
々
と
北
朝
を

正
統
若
く
は
対
立
な
り
と
主
張
し
た
人
々
と
を
東
西
に
分
け
て
此
の
番
附
を
作
っ

た
」
と
。

（
奈
良
大
学
教
授
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A　Dispersed　Settlement　in　the　Ohi　River　Fan

　　　　　Sorne　Aspects　of　its　Origin　and　Continuity

by

T．　Tanioka

　　There　can　be　found　a　typical　landscape　in　the　boundary　area　between

Suruga駿河and　Tδt6mi遠江．　And圭t　has　been　assumed　that　such　a

settlement－type　has　its　origiit　in　the　early　modern　age．　ln　this　article　I

investigated　this　problem　from　three　view　points　；　that　is，　the　continuity

of　the　settlement　area，　pedigrees　of　the　settlers　and　succession　of　the

settlement－type．　As　the　result　of　that　investigation　1　found　it　out　that

in　this　fan　man　continued　to　live　in　just　the　same　dispersed　settlement

from　the　early　times．　1　think　that　type　of　the　settlement　existed　not

only　after　the　first　half　of　the　fifteenth　century　but　also　before　that

time．　The　dispersed　settlement　of．　Japan　which　belongs　to　the　type　of

the　disPersion　intercalaire　appeared　as　the　form　not　distinct　from’the

amalgamated　settlement　in　the　ancient　time　and　showed　itself　as　recla－

mation　work　went　on　in　the　pioneer　fringe　in　which　remote　manors　was

set　up．

The　Controversy　on　the　Legitimacy　of　the

Southern　Dynasty　and　the　Northern　Dynasty

　　　　　by

S．　Yamamoto

　　The　controversy　on　the　legitimacy　of　the　Southern　Dynasty　and　the

Northern　Dynasty　was　a　very　serious　event　that　dealt　wkh　problem

of　the　national　polity　straightly，　then　developed　from　an　academic

problem　into　a　political　one，　and　threatened　to　become　a　fatal　issue　to

Katsura　Cabinet．

　　Henceforth，　this　problem　has　been　considered　maihly　as　that　of　the

history　of　the　ideas．　ln　this　article，　however，　focusing　on　the　activity
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of　the　upper　political　society　and　using　the　ec｝ipublished　material　as　much

as　possible，　1　would　like　to　place　this　controversy　in　the　context　of　the

contemporary　political　conditlon．

On　the　Social　Development　of　the　ldea　of　Yi・　fk一’

　　　　　　From　Yin　Chou般周era　to　Ch’ien・han前漢era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y．　Satal〈e

　　　　In　this　article　1　would　like　to　show　hoxNT　an　idea　expressed　by　a　word

　　yi義．．had　changed　and　turned　into　a．　new　idea　corresponding．　with　the

　　change・　of　time．’　ln・throwing　light　on　that　proble’m，　1’investigated　into

　　the　ideal　world　which　Svas　coMposed　of　yi・and　other’　social　ideas，　je“n

　　仁，t6．徳．1i＝礼，　and利1．Ialso　followed　the　transition　of．　that　ideaエ．　wOrld．

　　　　1　came　to　a　conclusion　that　there　were　two　stages　in　the　social　de－

　　velopment　of　the　idea　yi；one，　from　Yin　to　Ch’un・ch’iu春秋era，　the

　　other，　from　Chan－kuo戦国to　Ch’ien．han　era．　In　the　first　stage　yi　was

　　the　criterion　of　the　blood　relation　of　Clan　system．　At　the　later　period

　　of　that　stage，　however，　as　the　local　relation　grew，　the　idea　of　yi　was

　　split　into　two：ideas．yi．aildl：gi儀．．In　the．／second．lStage　li：利（social　de・

　　yelopmenO　．a；．　id．yi，　（sociql　qrder），，were　grq＄pe．d．．co．1．leq．V．iy．e，　ly　as　an　ide－

　　ology加Lun．yii論語，　Mo一£z負墨家，　MSng－tsU孟子，　and　especially　in

　　Hsun－tsu筍子．　It　was　insisted　in　those　books　that　yi　brough　about　li．

　　In　these　understanding　of　yi，was／　refiected　the　notion　that　there　was

　　close　relation　between　li　and　yi，　which　was　the　popular　sttandard　of

　　practical　action，　In　the　Han　period　Tung－chung・shu董仲衝attached

’　much　more　．importance’ 狽潤@yi　arid　put　forward　the’　tlieory　that　yi　should

　　be　regarded　as　the　only　inner　ethic．　1　think　the　development　of　the

　　centralized　bureaucracy　and　its　deadlock　were　reflected　in　the　change　of

　　the　idea　of　yi　in　the　second　stage．
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